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ゴ ー リ キ41こ 関 す ろ 覚 え 書

<コ ロ レソ コ との交 友 を め ぐって そ の1>

'
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「大学」時代

放浪と模索の時代

松 本 忠 司

作家的出発の時代(以 上今回掲載)

新聞記者時代

アカデミヤ事件

大革命期

青晩 年

「B.r.コ ロ レ ン コの 名 は私 の な か で す くなか らず良い記憶 とむ す び つ い
も ロ 　 ダ

てい る。」 マ クシ ム ・ゴー リキ イは回想記 『B.r.コ ロ レン コの 思 い 出 よ

り』 の 冒頭 を このよ うに始 めてい る。 前世紀末か ら今 世紀初頭 の ロ、シヤ史最 大

の激動期 に,と もに時代 の最 高 の知 性 と良 心 とを代表 した二 人の作家の30年 に

わ た る文学 的 お よび 生活 的 む す びつ きは,そ れ 自体が す で に注 自すべ き交 学現

象 として交学 史に重要な位置 を占む る もの と考 え られ よ う。

両作 家の最初 のむすびつ きは コロレンコが,ト ル ス トイに っ ぎ チ.一 ホ フ と

な らぶ著 名 な作 家 として才能 の満開期にあ り,活 澄 な,多 面 的 な 活動 を展開 し

て お り,ゴ ー リキ イ が ま だ 無 名 の,独 学 の 青 年 ア レ クセ ィ ・ペシ コ フで あ 、

って,作 家 べ の道 を模 索 し て い た時 期 に始 った。 しかしすでに批判 的 リ・ア リズ
'
ム の限 界 の近 づ きつ つ あ る こ と を予感 し,「 リア リズ ム と ロ マ ン チ ズ ム の 統

くの

一 」によ る新 しい芸術手法 の誕生 を期 待していた コロレンコは ,、ゴ ー リキ イの

(1)《 翼3BocnoMHHaHH茸oB. .r.KoponeHKo》.M.ropbKH員:Co6paHH6

coqvaHeHHtiBTpHAHaTHToMax.ToM14,MocKBa.,1949～1955,cTp.241.(以

下 《作 品 名 》C.c.,T.14.c.241.と 略 記 す る)

(2)拙 稿 「80年 代 の ロ シ ヤ 文 学 主 潮 」 小 樽 商 大 人 文 研 究 第16輯 参 照 。
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最 初 の習 作 の表 面 をおお う未熟 と不調和の深奥 に きらめ く芸術 の新 しい方向へ

の息吹 きを見逃が しはしなか った。 初心 の作 家に必要 な助言 と指 導 と配慮 とを

与 えなが ら,コ ロ レ ン コは ゴ ー ηキ ・イに作 品発表 の機会 を提 供し,か れ を文 学

の殿 堂 へ と導 い て い っ た。 のちに ゴー リキイは次の よ うに述懐 してい る。 「彼

は私の師で あつアこ,な がい 期 間で はない が師 で あ った。 そして このこ とは今 日

に至 って も私の誇 りとす るところであ る。」 また,こ う も書 い てい る。 「彼 の 一

お か げで 私は大 きな文学へ と進み ました。 彼 は禾4のた め に非 常 に 多 くの こ とを

して くれ,多 くの こ とを指 示 し,多 くの こ とを教 えて くれ ま し た …… この こと

を書 いて くだ さい,か な らず こ う書 い て くだ さい 彼 に,ゴ ー リキ イに コ ロ ノ

ン コは書 くこ とを教 えた,も し もゴー リキ イが コ ロ レ ン コか ら学び取 った もの

くり

がす くない とすれば,そ れ は彼 に,ゴ ー リキ イに罪 が あ る。」 こ こでいわれて

い る師弟関係 は,ゴ ー リキ イの 急 速 な成 長 や,二 人 の 資 質 ・信条 ・政 治 的立 場

な どの ちがいによって比較的短期間 に終ってい る。 しか し,芸 術 手法 と政 治 的

立 場 の 超 え が たい相違 に もかかわ らず,専 制 政 治 との非 妥協 的 たた か い,近 代

主 義 文 学 との対 決 にお い て は二人 はつねに一致 し,た が い に尊 敬 す る同志 とし

て のか わ らぬ友情 を もちっづ けていた。

この覚え書 のなかで は,ゴ ー リキイ の 青年 時代 か らの足 ど りを確 か め な が

ら,お もに回 想記,日 記,往 復 書 簡,第 三 者 へ の書 簡 に拠 っ て二 人 の 作家の交

友 を調べ るこ とを目的 としてい る。 と くに往復書簡については,わ が 国 で は ほ

とん ど紹 介 され て い ない ので,で き るだ け 全 文 を紹 介 す るよ う努 めたい。

1

コ ロ レ ン コ と ゴ ー リキ イ の 知 己 は1889年 の 末 に は じ ま る 。

「ど こか らだ っ た か 憶 え て い な い が,ニ ー ジ ニ ィ ・ノ ー ヴ ゴ ロ ドに 帰 っ て,
'

私 は だ い ぶ 前 に シ ベ リヤ で の 政 治 的 流 刑 を 終 え た 作 家 の コ ロ レ ン コが この 町 に

住 ん で い る こ と を知 っ た 。 こ の 人 の 署 名 の あ る短 篇 小 説 を 私 は す で に 読 ん で い

(1)双 ・ropo八e駆 盈 への書簡 よ り・.B)Kyp・ 《CeMbH》 ・1899・No・36・
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ナ ロ 　 ド ニ キ

た。そしてそれ らは私のなかに新しい印象を,《 入民主義者》文学か ら私が 感
くの

得 していた もの とはそ ぐわぬ印象 をよび起 した ものであ る……」 と ゴー リキイ

は回想してい る。 ρ

コロレン コの滞在を知 って も最初の うち,ゴ ー リキ イ は こ と さ らコ ロ レンコ

に近づ こ うとい う希望を もたなか った らしいが,「 あ る と き,苦 しい 日,つ い

、 に私 は 自分 の 叙事 詩 を ヴ ゴ ・ゲ ・コロレン コに見せ よ うと決心 し」 彼 の家 を訪

れ る。玄関 の前の舗道の 雪除 けをしてい た コロレンコは,「 私 の来 訪 の理 由 の

説 明 を黙 って 聞い た。 それか ら思いだ そ うとす るよ うに眼 を細めた。

聞い たことのあ る苗字です。 あれはあなたのこ とで は な か っ た か な,

2年 ば か り前,ロ マ ーシ,ミ ハ イ ロ ・アン トー ノブ とい う人が手紙 に書 い て よ
しリ ノ

こしたのは。 そ うです!」

有 名 な作 家で あ り,社 会 評論 家 ・社 会活 動 家 として も傑出した 存在 であ るコ

ロレンコ1と関 し て,知 識 慾 に燃 え文 学的 習作 な ぞ に手を 染 めていfq-一一'人の青 年

が な に が しか の知 識 を もっていた ことには さして不思議 はないが,こ の最 初 の

出 合い の 「2年 ば か り前 」 か ぢ,ア レクセ ィ 。ペ シ コ フな る独 学 の,す こ し風

変 りな 青年 の 名が コ ロ レ ンコの記憶 の片隅 に で もとどめ られてい たこ とは一応

注 目に価 いしよ う。 この間の事情 を明 らか にす るために,こ の 時期 に至 る数 年

間 の ペ シ コ フ青年 の生活 の歩 みを簡単 にではあ るが辿 ってみ よ う。

1884年 の 夏,16才 に な っ た ア レ クセ イ ・ペ シ コ フ(ゴ ー リキ イ)は,故 郷 の

ニ ー ジ ニ.イ ・ノー ヴ ゴ ロ ドを去 って カザ ン市 に赴 く。 「こ うして 私はカザ

ン大学に学 びにゆ く,そ れ 以下 の こ とを し に ゆ くので はない。

大学 につい ての思想 を私に吹 きこんだのは申学生の エ ヌ ・エ ヴ レ イ ノ ブで

…… 〔彼 は〕私が 《科学 にたい す る特別な才能 》 を もってい るとい うことを私

ち

に 信 じ さ せ 始 め た 。 … … エ ヴ レ イ ノ ブ が い う に は,カ ザ ン で 私 は 彼 の と こ ろ に

住 み,秋 と 冬 の あ い だ に 中 学 の 課 程 を す ま せ 《あ れ こ れ の 》 試 験 《あ れ こ

(1)《M3BocnoM盟HaHH員oB.P.1〈opo,πeHKo》C.c.丁 ユ4.c.241.

(2)《BpeMfiI〈opofieHKo>>.C.c.T.15.c.13～14,
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れの》,彼 は こ う言 った を 受 け る。大 学 は私に官費 をだ す,そ して5年 も
(1)

たてば私は 《学者》になるとい うのだ◎」しかし 「大学で勉強する幸福のため
くの

には拷問さえ辞しはしない」とい う熱心な向学心に もかかわ らず,よ るべない

孤児で,小 学3年 中退の学歴の持主である少年を大学は 受け入れては くれなか

った。大学のかわ りに彼を待っていたのは,貧 困,空 腹,精 神的肉体的苦痛の

連続であった。 波 止場やパン焼 き所での重労働,酒 場や娼窟の汚濁,知 識青年

の秘密集会の喧騒,警 察の監視の網の目,こ うしたなか で彼 は 「私 の 大

学」の課程を学ばなければな らなかった。'・'

大学には入れなかったが,こ の時代 の生活 とくに革命的傾向を もった大

学生たちとの交際は,ゴ ー リキイの成長に大 きな影響を与えたと見るべ きであ

る。日々の生活のための苦斗のなかにあって も,大 学生のサークルに出入りし

て彼 らとともに進歩的学者の講義を聞き,学 生たちの論争に耳を傾け,そ して

彼 らか ら哲学や経済学の基礎理論の手ほど きを受け,当 時のロシヤで入手で き

.るかぎりの,多 くは発禁処分に付せ られていた革命的文献に触れることので き

たことは,ゴ ー リキイのなかに幼年時代か ら蓄積 された異常なまでに豊富な,多

種 多様な生活体験 と印象を整理する方 向に向か う力を養い,そ の意味で彼 に未
ピわ

来 の方向 を与 えた と言 って よい 。「肉体的に は私は ニー ジニイ・ノーヴ ゴロ ドで

(1) ,《MoHyHPIBepcHTeTbl》C.c.T.13c.513.

(2)TaM}Ke.c.584.

(3)ゴ)一 …リキ・fは カザ ン時 代(1885～89)に 関 係 を も,た 革 命 的 青 年 サ ー クル の な

か で,読 書 会 ・研 究 会 で 取 り上 げ た文 献 と して,ラ ヴ ロ フ=ミ ー ル ト フ 《歴 史 書

簡 》,ミ ハ イ ロー フ ス キ イ の 論 文 《英 雄 と群 衆 》,《 農 民 盗 賊 団 と苦行 者 》,ア ・エ ヌ ・

バ ッ ハ 《飢 餓 王 》,セ チ ェノ フ 《脳 髄 反 射 作 用 》,カ ー ラィ ル 《英 雄 と英 雄 的 な もの 》

(抄 訳 原 稿)を あ げ て い る。(nvacbMoH.A.rpy3zleBy,12MapTa1936,C.c.

T.30,No.1188。)自 分 で 読 ん だ もの と して,《 共 産 党 宜 言 》.《 資 本 論 》第 一 巻,ゲ ・

プ レハ ー ノ ブの 《わ れ らの 不 一 致 》,ベ リー ンス キ イ,ド ブ ロ リ ユ ー ボ ブ,チ ェル

ヌイ シ ェフ ス キイ,ピ ー サ レ フ,ト カ チ ェ フの諸 論 文,ヴ ェル ヴ ェ=フ レ ロー フ ス

キイ の 《社 会 主義ABC》 そ の 他,農 村 共 同 体 や 協 同 組 合 に 関 す る人 民 主義 理 論 の

文 献,文 学 作 品 で は ニ コ ライ ・ウ スペ ー ン ス キ イ,レ シ ェー トニ コ ス,レ ヴ ィ トフ,

グ レー プ ・ウ スペ ー ン ス キ イ,ズ ラ トヴ ラー ツ キ イ,ザ ソ ヂ 瓦 ス キイ,バ ー ジ ン.

カ ロー ニ ン=ペ トロパ ー ヴ ロ ス キイ,マ ー ミン=シ ビ リヤ ー ク等,主 に 人 民 主 義 文

学 の作 家 の 名 を あ げ て い る。((《BeceAbiopeMecae》OnllTepaType.c.347)こ

の ほ か サ ル ツ ィ コ フ=シ チ ェ ドリー ンや レ ス コ フの 諸 作 品 も あ る。(TaM)Ke.c.

348).
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生 れ た 。 し か し,精 神 的 に は カザ ンで あ っ た 。 カ ザ ン は 私 の 「大 学 」
くり

の うちで もっ と も愛す る もので あ る。」 勿論,当 時 の彼 の教養 と,彼 の知 性 発

達 の 自然 成長 性 の傾 向 か ら判 断して,こ の 時期 の学 習 が すべ て即 座 に消化 され

た とは考え られぬし,サ ー クル の 構成 が 多 くは現 実 の歴 史的 進 展 の方 向 か ら

ず り落 ち た 人 民 主義者の残党か ら成 っていたこと も見落 して はな らない 。こ

の時期 に養われた力 が充分 に発揮 され るためには1ゴ ー リキイは以 前 よ り倍 加

され た 苦難 の道 を歩まねばな らなか った。 ずっ と後になつて,「80年 代 の サ ー

クル で は何 が,ど ん な ふ うに 教 え られ たか?」 とい5質 問 に た い して,ゴ ー リ

キ イ は こ う答 え て い る。 「私にはサ ークル の授業に規則的 に出席 す るだ けの時

間がなか った…… それで も私 はサ ークル とある程度 の関係 はあった…… 多分,

私 の よ うな タ イ プの 青年 に と りわ け特徴的 な,深 い影 響 を残 し た の は,文 学 と
で　ラ

人生の矛盾,書 物 の教 え と鹿接 経 験 との矛盾 であった と思 う。」

丈学 と人生,書 物 の教 え と直 接経 験 この矛 盾 は同時に,当 時 の ゴ ー リキ

イ に あ って は,彼 が接 触 を もち彼 を 「教 育 」 す る知識人 の世界 と,彼 が生 活 し

実 感 す る人 民 大 衆 の世 界 との矛盾,断 絶,越 えが た い深 淵 の知 覚 で もあ っ た。

革命 を希求す る知識人 の小集団 に とっては,「 人 民 は英 知 と,精 神美 と,善 良 と

の化 身 で あ り,す べ て の美 な る もの,正 義 な る もの,崇 厳 な る もの の原理 の所 有

者 で あっ た。私 はこのよ うな人民を知 らなか った。大工や,荷 揚 人 夫 や,石 工 を

見,ヤ ー コフや,オ シー プや,グ リゴ ー リィな ら私 は知 って い た。だがここで

は,ま さし く同質 の人民 につ い て語 られ,自 分 を ど こか それ よ り も低 い とζろ
ピの

に,そ の 意 志 へ 従 属 す る位 地 に お い て い た 。」 だ が ご れ ほ ど 人 民 べ の 奉 仕 を 唯

一 の 願 望 と し,人 類 愛 の 原 則 に よ っ て 理 想 社 会 を 実 現 し よ う と 念 願 す る 「人 民

崇 拝 者 」=学 生 た ち は,彼 ら の 理 想 に 共 鳴 し,僅 か ば か り の 商 売 の 牧 益 を 彼 ら

に 提 供 す る,一 人 の 自 覚 せ る 「人 民 」(ア ン ドレ イ ・デ レ ン コ フ)に た い す る

(1)Bece双acM.ropbKoM,3aHucaHHaHH.皿le6yeBbiM.《30ZZHeti》.1936。`

No.8.c.77.

(2)《6eceAbiopeMec・ πe》。OJIHTepaType.c.493.、

(3)《MollyHvaEepcnTeTbl》.C.c.Tユ3.c.538.

誓

/
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態 度 は,主 人 が 下男 に示 す それ で あ る。 ペ シ コフについての 「はえぬ きの人民

の子」 とい う評価 は,か えって彼 を自己不信と孤独の袋小路へ と追いつめる。

そして一方,学 生たちの世界とは 「忘却の壁」で さえぎ られ た パ ン焼 き所で

は,彼 らの理想の化身であるはずの職人たち=無 自覚の 「人民 」 は 「つ ま り

一 教育のある連申は俺たちよか悪いんだ!」 とい う確固たる信念をゆるぎな

く保持している。
(わ

1887年12月 初旬,カ ザ ン大 学 の学毎 騒動 が始 った と き,「 私 ぱ バ ン焼 きた ち

が学生 を打ちに大学に行 こうとしているのを知った。・

一 分銅で殴ってやるんだ!と 彼 らは愉快な悪意をこめて言った。

私は彼 らと論争 し,彼 らを罵倒し始 めた6し かし突然ほとん ど恐 怖 を もっ
のぞ み くユノ

て,私 に は学 生7cち を擁i護す る希 望 もな く,言 葉 もない こ と を感 じtc。」 この

怖ろしい裂目の真只中に身を置 くペシコフは,絶 望的哀傷に もだ え悩 み なが

ら,「 三 っ の 言葉 で,無 限 に それ を繰 り返 しな が ら,私 は考 えた 。
(3)

おれは どうした ら いいんだ?」
(4)

この事件の一週間後彼 は自殺をはか った。さいわい,弾 丸が急所 をそれたた

(1)1887年12日4日 の カザ ン大学 にお ける学生騒 動に はB.H.ウ リヤー ノフ(レ
ー ニ ン)も 参 加 した。.学 生た ちは 「高等 教育施 設へ の進 学を困難 な ら しめてい る身

分制 およびあ らゆ る種 類の障碍廃 止 」 を要 求す る要望 書を学長 に手 交 したが,こ の

なかに は こう述 べ られてい る。 「われわ れを して ここへ集 合せ しめた ものは,全 般

的に は ロシ ヤ生活 が,な か んず く学 生生活 が その なかに置 かれ てい る一切 の条件が

許 し難い ことの 自覚 にほかな らぬ ……」 学区 監督官 は この騒 動 に関係 した学 生に関

す る視学 の調査 書類 に よ り,ウ リヤー一ノ フを含 む39名 の学生 の除 名を大学管理 機謁

に勧告 した。 大学測 は これ を受 け入れ た。処分 を受 けた学生 た ちは逮捕 され,カ ザ

ンか ら秘密監視 の もとに追放 され た。 学生 た ちは出発 に先 立 ち,《 さらば,カ ザ ン!

さらば大学 よ!》 とい う宣 伝 ビ ラ を 発 表 し た。(《CTyπeHqecKKeroAblB.H.

yJlbmHOBa-」 【eHHHa》)・[≒

(2)《MoHyHHBepcilTeTbl》C.c.T・13.c.584・

(3)TaM)Ke.c.585.

(4)「 自殺未遂 」につ いて,1887年12月14日 附 の《 ヴォルガ報知》 には次 の よ うに

報 じられ てい る。 「12月12日 午後8時,ニ ジ ェゴロー ドの職人 組合員 アレ クセ ィ ・

.マ クシー モ フ ・ペシ コ フは…… 自己の生 命を奪 う目的で 連発拳 銃 によ っ て 自分 の左

脇腹 を射撃 した.ペ シ コ フはただ ちに病 院に送 られ治療 を 受 けた。傷 は医師に よ っ

て重患 と認定 され た。 発 見 された る遺書の なかで ペシ コ フは彼 の死に関 して何 人 を

も非難せ ざ るま う望 ん で い るe'」(《Bon>KcKndBecTHHK》 ユ4.双eK.No.325;

BKH.H.Ka丑HHHH.ropbKH且BI〈a3aHH.c.61)
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め生命 を取 り止 め る こ とがで きた 。 この 自殺 の原因 の うちには,精 神 的 悩 みの

ほか に,永 い 年月 に わ た る極 度 の生 活 的 窮乏 と過度 の労働が生 んだ肉体 の消耗

も含まれ るであろ う。 しか しそれ よ りはるか に大 な る程度 に,暗 黒 の なか で 光

明 を求 め,「 理 性 的 な,善 良 な,永 遠 的 な る もの」 を ロシ ヤの地 に種播 き人生

を改造 しよ うと願いつつ,そ れ をな し得 ぬ焦燥 が 自分 の無 能 と無用 さの断定 に

直結 し,し か も,人 民 の深 奥 部か ら生 れ 出 た新 しい個性 の,新 しい イ ンテ

リゲ ンツ イヤの 萌芽 として,古 い 時 代 の イ ンテ リゲ ンツ イヤ のなかに も,ま だ

覚 醒 しな い人 民 大 衆Qな か に も自分 の立 つべ き場 を発 見で きぬ寂 蓼感が彼 の生

へ の意慾 を蝕ばんだ と考 え られ る。 この当時の生 活 を回想 して,ゴ ー リキ イは

書 い て い る。 「私 は生活 の低俗 さと惨酷 さとにたいす る恐 怖 をつぶ さに体験 し

て きた。私 はついに 自殺 をこころみ さえした。 しか しその 後,幾 年 も の あ い

だ,こ の馬 鹿 げ た行為 を想 い 出 して は激 しい恥 ずか しさと自己 への侮蔑 を感 ず

るのであった。

私が この恐 怖か ら解放 されたのは,人 々が意 地 悪 で あ る よ りは む し ろ無知 な

ので あるこ と,私 を恐 怖 させ るの は彼 らで もな ければ生活で もな くて,私 が 自

分 の社 会的 そ の他 の あ らゆ る無知 に よって,生 活 に たい す る自分 の無 防 禦,非

武 装 に よっ て,脅 か され て い るの だ とい うこ と を理解 した の ち の こ とで あ っ

た。実 際そ うで あ る。 だか ら諸君 はこの ことを と くによ く考 えなければな らな

い と私には思われ る。 とい うのは,諸 君 の周 囲 の誰 かれ の恐 怖 や 瞭 きや愚痴 も

また,愚 痴 屋 た ちが生 活 に た い し て感 ず る無 防禦感 と,《 古 い 匿界 》 が それ に

よ って 夕倍区か らも内部か らも人 間を圧 迫す る一 切にたい す る自己の斗争能力へ
くり

の不信 の結果にほかな らないか らであ る。」

自殺失敗後 の倦怠 と自失の状態 にペ シ コフがあった とき,彼 の前 に一 この

章 の 冒頭 に 引用 した コ ロレ ンコの言葉の なかで 言われた 一一一ロマーシが現 われ

た。

ロマーシは,70年 代 の末 に キ ーエ フの鉄 道 で注 油 夫 をしてい たが ,人 民 主義

(1)《OToM,KaKfiyqH・ πc涯 豆HcaTb》,OrmTepaType,c・319・
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の宣 伝 活動 に参 加 して検挙 され,80年 に東部 シ ベ リヤに流 され た 。1881年 に,

暗殺 され た皇 帝 にか わ って ア レクサ ン ドル 垣世 が即位 した さい,政 治 囚 に要 求

され た 宣誓 を拒 否 したため,イ ル クー ツ ク州 に流 され た 。 こ こには まった く同

じ理 由で流刑にな った コロレンコがいて,二 人 は相 当 緊密 な親 交 を 結 ん で い
くめ

る。 その後1884年 に刑 期 を終 え,二 人 が相 前後 して ロシヤ に帰 って きた。 コロ

レンコはニージニイ ・ノー ヴゴロ ドに住んで,た だ ちに 活濃 な創 作 的 お よび社

会的 活動 を始 めた。 一方,ロ ーマ シ は初 めキ ー エ フに戻 るが,ま もな くク ラス

ノヴィー ドヴ、村 に移 住して,こ こに小 店 を開 い て 地 下 運動 の ための資金調達 を

助 け,農 民 の あい だ に革 命 的 宣伝 を始 めてい だ。

ロマ ーシは,カ ザ ンの学 生 や労働 者 の サ ー クルに も出席 し,そ こで ペ シ コ フ

を知 って特 別 な注 意 を向 けてい渇 ロマ ーシはおそ ら く,ペ シ コ フの な か に,

と もに 「人 民 の 出」 で あ り独 学 の道 を歩む人間 としての共通性 を,知 識 人社 会

と人民 六 衆 との乖 離 の知覚 か らくる疑惑 と不満へ の共感 を見て とっていたのだ

ろ う。 精神的危機 を深刻に体験 しつつあったこの青年 のなかに 勇 気 を 吹 きこ

み,ふ たた び 「た たか い の人 生 」 に生 き抜 こ う とす る意慾 を蘇生 させ ること

嬬 学生たちがペシコフにた酔するそれ とは異な り・自覚した人民の連帯的青

任 として ロマ ーシに把握 されていたので ある。1921年,ゴ ー リキ イは ロマ ー シ

に つ い て こ う回想してい る。 「彼 はいま生 きてい るだ ろ うか?私 は 知 ら な

い 。私 は 多 くの こ と を彼 に負 うてい る 私が 自殺 をはか って 自分の肺 を射 ち

抜い た直後,彼 は 自分 のい る クラス ノヴ ィー ドヴ ォへ招んで くれ た。 当時の私

の知人 のすべ てのなかで,彼 で 人 が 私 に注意 深 く,真 面 目に 対 し て し`・て くれ
こか

た 。」

(1)PoMacb,MlixaH刀AHTo註oBHq(1859～1920)に つ い て コ ロ レ ンコ は 『わ が 同

時代入の歴史』第W巻 第1篇12章 において 彼 との流刑地における交際をとりあげ,

彼 の 独 持 な個 性,と くに 独 力 で 身 に つ け た立 派 な教 養 とね ば り強 い 性 格 とを 強 調 し

て い る(cM.B.r.KoponeHi〈c.Co6paHHecoqHHeHua.T.8,c.272～277.

H3双.《1'lpaBAa》,M.1953)。90年 代 申 葉 の 短 篇 小 説 『画 家 アル イ モ フ』 の な か

で も,コ ロ レ ン コは 「町 入 ロマ ー ヌイ チ」 の 名 で ロマ"シ を 登 場 させ て い る(TaM

me.T.3)

(2)C6.《PeBonlomHoAHbntHyTbTopbKoro》1933.c.41.Apx.r
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こ うし て一 ア レクセ ィ ・ペ シ コフの 「大 学」 の後期課程 が始 まった。 ロマ

ーシが コ ロレン コに ,ペ シ コ フの こ とを手 紙 に書 い た の もこ の 時 期 と思 わ れ

る(1'

クラス ノヴ ィー ドバ こおけ る生活の第一 日目を想い,真 夜申 まで つ づ い た長

い対 話 に 想 い を馳せ なが ら,ゴ ー リキ イは書 い てい る。

「初 めて私 は本 当に人間で め るとい うよろこび を感 じた。 自殺の試 みの後,

私 の 自分 に た い す る態 度 は恐 ろ し く低 め られ,私 は 自分 を くだ らな い もの に,

誰 か に たい し て罪 あ る もの に感 じ,生 きて い るの が私 に は恥 ず か しか った。 ロ

マ ーシは,お そ ら くこれ を理 解 し た らし く,人 間 的 に,単 純 に 私 の前 に 自分 の

く　　

生活 の扉を開いて,・ 私 を ま っす ぐに し た。忘 れ得 ない 日であ る。」

ここで はゴー リキイは,カ ザ ン時代 よめ もは るか に落 着 いた気持で,多 くの

もの を読 ん だ 。 ロマ ー シの蔵書 はと くに科学的性格の ものが 多 く,ゴ ー リキ イ

忙 とって 人 類 の理 性的 発達 の歴 史について の体系的把握 の可能性 を与え る もの

(3)

で あ つ た 。

ゴ ー リキ イが 農 民 の な か で 生 活 し た の は こ の 時 が 初 め て で あ っ た が,ロ マ ー

シ の 指 導 の も と に あ っ た こ と は,ロ シ ヤ 農 村 に お け る資 本 主 義 的 関 係 の 実 態 お

よ び 「百 姓 」 の 階 級 本 性 に つ い て 「人 民 派 流 に で は な く」 理 解 す る の に彼 を 助

け た 。mマ ー シ 自身 は70年 代 か ら人 民 主 義 者 の グ ル ζ プ に 属 し て い た が,そ の

執 拗 な 理 論 的 探 求 と実 践 家 と し て の 豊 富 な 体 験 と に よ っ て 人 民 主 義 の 限 界 を は

る か に 超 え て い た もの と考 え られ る 。 彼 は 農 民 を理 想 主 義 の 眼 鏡 を か け ず に見

つ め,彼 らの 階 級 的 心 理 の本 質 を 洞 察 し て い た 。 「英 知 と,精 神 美 と,善 良 との

化 身jと し て の 農 民 に 信 服 し,人 民 へ の 愛 を 語 っ て 随 喜 の 涙 を 流 す80年 代 に お け

(1)ロ マー一シが コ ロレンコに送 った手 紙 にっい ては不 明で あ る。

(2)《 ハへoHyHHBepcHTe.Tbl》C.c.T;13.c.591.

(3)Lロ マー シの蔵書 につ いて,ゴ 」 リキイ は書 名は あげ ていないが,次 の著 者名 を

記 して い る:バ ックル,ラ イエル,ガ ル トプール,レ ッキ,ラ ボ ック,テ ー ラー,

ミル,ス ペ ンサー,ダ ー ウィ ン。 ロシヤの もので は一 ピーサ レ フ,ド ブ ロ リュー

ボ フ,チ エル ヌィシ エ ー フ ス キイ,プ ー シキ ン,ゴ ンチ ャロー フ,ネ ク ラー ソフ。

.(TaM}Ke.c.592)
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る人 民主 義 の亜 流 にたい し,彼 は真 っ 向か ら否定 的 態 度 を と り,こ う語 る。 「

あ そ こ の君 た ち の ところでは,学 生 た ちが 人民 へ の愛 とい うこ とを色 々諜 くっ

て い る。 俺 はその ことで彼 らに言い たい,人 民 を愛 す る こ とは で きな い,

を、。 そ れ は 言 葉 だ け だ,人 民 に た い す る愛 とか な ん と か い うの は……」

「愛 す る・ 一とい うのは,妥 協 し,寛 容 し,許 す こ とだ 。 そい つ は女 に た い し
む

て こそ とらなければな らない方 法だ。 だが人民 の無学 を黙認 し,そ の頭 の迷妄

と妥 協 し,そ のすべ て の卑 し さを寛 容 し,そ の野 獣性 を許 す こ と が で き よ う

か?」 「百 姓 に は こ う教 えな け れば な らない。 お前 は,兄 弟,人 間 それ 自

体 として は悪 くな い が,悪 い生 活 を し,自 分 の生 活 を楽 に,よ くす るた めに は

何 もで きや しな い。 獣だってお そ らくお前 よ りは賢 く自分 のこ とを心配 す るだ
ノ く　　

ろ う。獣 は もっ と上手 に 自分 を護 ってい る。」

ペ シ コフの クラス ノヴ ィー ドヴ ォ滞在 は1888年6月 か ら9月 まで,期 間

として は短 か か った 。 警 察や 土地 の有力者に煽動 された農民 に よって ロマ ーシ

の店 は放火 され,ロ マ ー シ は こ こで の滞 在 を断 念 して立去 る。

この ときか らペ シコフの ロシヤ遍歴 が始ま る。彼 はまず カス ピ海 沿 岸 に 行

き,ツ ァ リー ツ ィンに 立 ち寄 り,そ れ か らグ リ ャーゼ=ツ ァ リーツ ィン鉄 道 の

沿 線 駅 で最 初 は倉庫 番,つ ぎ に計量 係 とし て 約半 年 勤務 した 。 この問に彼 は前

年 カザ ン大学で騒動 を起 して除籍 された学生 たち と知 己になって警 察の監視を

受けるようになっ起 り,流 刑地か ら帰って き
.た人民派知識人の精神的破産の行

状 を見た りしてい るが,こ うし た こ とは一 時的か つ表 面 的で あるにせ よ,彼 の

なか に な ん らか の心 境 の変 化を もた らした もの と思われ る。 「ツ ァリーツ ィン

を去 ってか ら……私 は毒 々し く謁刺的な詩 をつ くり,ま す ま す 本 気 に 世 を 呪

い,そ して 農業 コ ローニ ヤ の建 設 を夢 みていた。徒 歩旅 行のあい だに暗い気分

は消 えたが ・コ ローニヤの・2人 の善 良 な 同僚 ζ1人 の可愛 らしい お嬢 さん と

の共 同生 活につい ての夢想は強 め られ,い っ そ う鮮 明に な った 。親 し い 人々 と

暮 す独 立した生活,私 が 自分 で耕 や し,種 播 き,自 分 の 両手 で そ の結 実 を と り

(1)《MoHYHIdBepcHTeTbl》C.c.T.13,c.591～592.
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入 れ る生 活,支 配 者 が な く,主 人 が な く,私 が それ に飽 き飽 きし て い た侮
ぐ　　

蔑 のない生活 につい ての夢想を,私 は1000ヴ ェル ス タ以 上 も運 ん だ の で あ る。」.

クル タ ヤ駅 に 勤 めて いtcあ い だ に,ペ シ コ フは 「2人 の 同僚 と1人 の 可愛 ら,

し い お嬢 さん 」,す な わ ち電 信 手 の ユ ー リン,ヤ ロス ラ フ ツ ェフお よ び 駅 長 の

娘 マ リヤ ・バサルギナ とはか って農業 コローニヤの建設 を計画 し,当 時 こ うし

た 類 い の 「自然 に復 帰 す る」運動 の精神的支柱 と考 え られ ていた レフ ・ トルス

ト4の 援 助 を仰 ぐこ とを決 め た 。89年4月 中旬,ト ル ス トイ と会 見 す る目的 を

もってペ シコフはツ ァリーツ 。ンを出発す る。 しか し トルス トイに会 うことは

で きなか った。 モスク ワに滞在中,彼 は トル ス トイに宛 て て 手 紙 を 書 い て い

る。

レフ ・ニコラーエヴ ィチ!

貴 方 をお 訪 ね し て 私 は ヤ ー スナ ヤ ・ポ リャーナとモス クワへ参 りました 、

が,病 気 で お会 い で きぬ と言 われ ま した。

貴方 にお手紙 を差上 げ るこ とにしました。用件 はこ うい うことです,r.

U.鉄 道 に勤務 し てい る数 人 の者 が,一 この なか に は貴方 へ の手 紙 を 書

い てい る者 も含 みます, 、 自立 的個 人 労 働 の 理 念 と 農 村 生 活 に心 惹 か

れ,農 業 に従 事 す る こ とを決 め ま した。 しか し,わ れ わ れ 全部 の牧 入 は月

平 均30ル ー ブ リ程 度 あ ると はい え,わ れ われ の有 す る貯 蓄 は僅少 で す,こ

れ が 経営 設 備 に必 要 な額 に まで殖 えるまでは非常に永い期 筒 待 たな けれ ば

な りません。

そこでわれ われ は,貴 方 の ご援 助 に お すが りし よ うと決心 しました。 貴

方 のと ころにはまだ耕作 されていない土地 がた くさん あ るとか 伺ってお り

ます。その土地 をす こしだ けわれわれに くだ さるよ うお願いします 。

なお,純 粋 に物質 的 な援 助 の ほか に,精 神 的援助 を,わ れ わ れ の 目的 の
夢

成 功 的 達 成 を 容 易 な ら し む る で あ ろ う 貴 方 の ご 助 言 と ご 指 示 を くだ さ い ま

(1)《 墨?133ecTHH》oT28iMapTa1953roAa。A.BomくoB.《Be丑HKH藍ocHoBaTenb

COHMaJIVaCTHqeCKOrOpeaJIH3Ma》K

辱



(80)人 文 研 究 第二十輯

す よ う,ま た せ餓 悔 》,《わ が信 仰》 そ の他,市 販 され て い な い書 物 をわ れ

わ れ に ぐだ さるこ とを拒 まぬ よ う希望します。

われわれの試みが とのよ うに貴方 には思われ まして も,貴 方 の 注意

と指示 に価 い す るか,あ るい は空虚 な る狂 人 じみ た もので あるか,い ず れ で

あ りま し よ うと もジ われ われ にぜ 醍ご返事 を くだ さい・この ことは貴

方 の時間をす こしだけ奪 うことにな り・ます。 もし もわれわれ と,そ し て わ

れ わ れ に よ って この計 画 実現 のためにな され てい るこ ととを,も っ と親 し 、

く知 るほ うが よい とお考 えな ら,わ れ われ の うちの2名 もし くは1名 が貴

方 の もと にお 伺 い す るこ とがで きます。貴方 の ご援助 を期 待 します。

一一同に代 って ニジ ェゴロー ドの町人

ア レクセ イ ・マクシーモフ

・ペシ コフ

ロ　
4月25日 」

この手紙 にたいす る トルス トイの返事 があったか どうか不明であ るが,い ず

れ にせ よ,ペ シ コフた ち の 「農 業 コ ロー ニ ヤ」 は実現 され なか った。 この手紙

を書 いてか ら1週 間乃 至2週 間後 に はペ シ コ フは ・未来 の輝やか し炉 共 同生活

を夢み る鉄道員 の仲間たちのところにではな く,ニ ー ジ三 イ ・ ノー ヴ ゴ ロ ドに

帰 って い る。

故郷 についた彼 はす ぐに カザ ン時代 に知 り合 ったC・r・ ソ ー モ フ を た ず

ね,警 察 の秘 密 監視 下 に あった 彼 と 「共産主義原理 」によ る生活 を始 め る。 ビ

ール工場で働 いた りクワスの行商 をしなが ら
,ふ た た び彼 は革 命 家 た ちの サ ー

クルに関係し,さ まざまな ≧デオロギー的屈折を もつ知識人たちと親交を重ね

る。 カザ ン時代 とちがって,こ こで は ペ シ コ フはサ ー クル の なかで一方 的に 「

教育」 を受け る生 徒 としてで はな く・ なん らか の運動 の実際的な任務 を受 け持 .

っ℃ い た と考 え られ る。 この こ とに関しては,町 の 憲兵 司 令 部 の報 告書 の なか

(1)JI.H.ToncTotiへ の 書 簡.C.c.T.28,No。1.

*r.H.鉄 道 一rpfi3e・UapHIXbiHcKafi)Kene3HafiAopora.
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ゴー リキイに関す る覚 え書(8ゴ)

に次 の よ うに記 載 され てい るこ とか らも,あ る程 度 は推 測 され よ う。 「召 喚を

可能な らしめる理由に関 しては…… ニージニイ ・ノーヴゴ ロ ドか らカザ ン(こ

こで もや は りペ シ コ フ」は,政 治 的 に真 に危 険か つ不 隠 な傾 向を もつ分子の グル

ープに恒常的に出入 りしていた)へ の ペ シ コ フの数 度 の旅 行 は ,彼 が 二 〒 ジ ニ

イ ・ノー ヴ ゴ ロ ドと カザ ンに居住す る危険分子相互 の秘密連絡の 仲介者であっ

(】)

た こ とを疑わ しむ るに充分で ある。」

この年の10 .月,カ ザ ン地 方 で マ ル キ ス ト・グ ル ー プが検挙 され ると同時に,

各地 の革 命 家 の グ ル ープ の追求 が始 った。 ペシ コフと同居 していた ソーモフと

彼 のグル ープは逮捕寸前 に逃走 したが,ペ シ コフ ば 「ソ ーモ フ隠 匿 」 の嫌疑で

家宅捜索 を受 け憲兵司令部に拘置 され るこ とにな る。 数 日後 彼 は 釈 放 され た

が,こ こで風 変 りな 憲兵 司 令官,ポ ズ ナ ン スキ イ少将 を知 る。 将 軍 は・ミシ コフ

が詩作 してい るこ とを知 って彼 の才能 を認 め,こ う忠 告 す る。

「この通 り あ な た は もの を書いてい る。いや,よ ろ しい 。 わ しが あな た
ノ

を放免 す るとき,あ な た の原 稿 を コ ロ レ ンコ に見せ な さい。 彼 と知合いかな?

く　　

知 らない?あ れ は 篤実 な 作 家 だ 。 ツル ゲ ー ネフに劣 らない……」

すで にペ シコ フは この町 に戻 った と きか ら,コ ロ レ ン コの 存 在 を 知 っ て お

り・街 路で その姿 を見か けた こと もあ・Pたが,コ ロ レ ン コ と知 合 い に な りたい

とい う希望 は 「憲兵将軍が私 に忠 告を与 えだ それは ロシヤの奇妙 な生活の

面 白い小喜劇ρひ とつで あったが その後で もそんな希望 は起 らなか った・」

とゴー リキ イは書 いてい る。そ して この時か らひ と月以上 もたってか ら,や っ
ノ

とコ ロレンコを訪 問す ることを決心 したのであ る。

ア
2、

未来 の大作家の最 初の習作であ る叙事詩 『占い 槻 の 歌』(HecHbcTaporo

Ay6a)と 数 篇 の詩 は,コ ロレ ン コに よっ て柔 和で 穏 や がであ るが,き び し い

批判 を受 けた 。 こあ叙 事詩 について ゴー リキ イは こ う書 いてい る。 「自分がす

(1)《PeB.nyTbr.》c.21,Apx.r.

(2)《BpeM兄1くoponeHKo》C・c・T.15,c.11.
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ば らしい ものを書いたと心か ら思いこんでいた 私はその作品のなかへ,変

転にみちた苦しい10年 間に自分が考 えtl-一一切をつめ込んだのである。それで私

は,学 問のある人々が私の叙事詩 を読んで,私 が語ったすべてのことの新 しさ

に有意義に驚嘆 し,私 の作品の真実が地上に住む人々の胸をゆさぶ り,そ の後

ではす ぐにも堅実な,清 らかな,楽 しい生活が始まるのだと確信していた

くヱ　

それ 以外のこ と,そ れ 以 上 の こ と を私 はな に も望 まなか った。」 ところが,コ

ロ レ ン コはい さ さか も驚嘆 の色 を示 す ことな く,叙 事詩 の なか に あ る 「書 き違

い」,文 体 の奇 妙 さを指 摘 した の で あ る。 コロレンコの批評 は落雷 のよ うにペ

シコフに作用 した。彼 は 「もう何 も聞かず,何 も理 解 せ ず,た だ この恥 辱 か ら

逃 げ るこ とだ け を考 えてい た。」 このあ と彼 は庄 しひ しがれ たよ うな気持で数

日をす ごす。

2週 間 ほ どた っ て,コ ロレ ンコは人 を介 し て 原 稿 を ペ シ コ フに 届 け た。

丁《歌》 によって あなたの才能 を判 断す るこ とは 困難です。 しか し才 能 は あ る

よ うです。何か 自分の体験 した ことを書いて,私 に 見せ て くだ さい 。私 に は詩

の評 価 はで きません 。あなたの詩 は私には解 りませ んで した。 もっ とも,力 強

ぐ2'

〈,明 解 な個 所 もあ りま したが 。 、Bn.コ ロ レ ン コ」

原 稿 の 内容 につ い て何 も触れでい ない こ とが,ペ シ コフ を奇 妙 な困 惑 に つ き

落 した。また,「 体 験 した こ と」 を書 くとい うこ との,ほ ん と うの意 昧 も理 解

しか ね た。 なぜ な ら,叙 事詩 の なか に あ る一 切 は 「苦 しい生 活のなか で考 えた

こ と」,つ ま り彼 に とうて は生 活 の個 々 の印象 や記憶 よ りもは るか に強 く 「体

験 した こと」に ほか な らないか らであ る。 それ に もまして彼 を絶望的 なまでに

悲 しませ たのは,彼 自身 で さえ 「自分 の ちい さい秘密 」 として,こ れ まで誰 に も

見 せ なか っ た し,コ ロレ ン コに も見せ る気 の毛頭 なか った2篇 の 小詩 が 偶 然 に

原 稿 に ま ぎれ こんでいて尊敬す る作 家の眼に触れて しまった こと,温 厚 で,思

い や りの あ る コ ロ レン コで す ら 「あれ は,た わ ご とだ!」 と語 っ た とい うこ と

(1)《BpeMHKoponeHK6》C・c・T・15,c・6・

(2)TaM>Ke.c.16.
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で あ る、 そ してペ シ コフは 原稿 も,詩 を書 きっ け た紙 片 も火 中 に投 じて しまう

ので ある。 「私は もうこれ以上,詩 も散 文 も書 くまい と決 心 し,実 際,ニ ー ジ
塾

ぐ　　

ニ イで暮 してい るあい だ じゆ う ほとん ど2年 間 何 も書 か なか った 。」

事実,こ の と きか ら出世 作 『マ カール ・チユー ドラ』発表 まで,ゴ ー リキ イ

は ま とま った もの を何 一つ書いてい ない。 しか しこれ は彼 が自分 の才能に絶望

したゆえ とばか りは考 え られない。 む しろ コロレンコの批評 を反趨 す ることに

よって,気 晴 らしや慰 みで な い,ほ ん と うの文 学 に近 ず く道 をま さ ぐり,生 活

体 験 の 多様 な 印 象 と思索 の なかか ら何 をひ き出 し,い か に形 象 化 す るか を注意

深 く,慎 重 に考 え るた め の停 止 で あ っ たのだ。 もちろん コロレンコの批評 は若

い 「作者」の 自尊心 を傷つけたか も知れない,し か し,30年 ほ どた って ゴ ー リ

キ イが回 想 す るよ うに,「 コ ロ レン コは初 めて 私 に,形 式 の意義 に つい て,語

句 の美 し さにつ い て,な るほ ど と うな づ け る人 間 の言 葉で語った。 その言葉 の

簡潔 な,わ か りよい真 実 に私 は お どろか された。 そして,彼 の言 葉 を聞 きな が
「2)

ら,作 家 とい う仕事 が容 易 な 仕事 で ない ことを空恐 ろし く感 じたのであったo」

ニ ジ ェゴ ロー ドの2年 間の あ い だ に,ペ シ コ フが ひ ん ぱ ん に 接 し て い たの

は,「 急 進派 人 民主 義者 」 とい われ る人々で あ り,こ の人 た ちは コ ロ レ ン コを

申 心 とす る升 一クル にたい しては敵意 を もってい た。 この町 は カザ ン と な ら

んで,申 央 都 市 シ ベ リヤ閲 の 交通 の要衝 にあた り,政 治 犯 が 流 刑地 に送 ら

れ る と き も流刑地か らロシヤに帰 って くる ときも,こ こ を足 溜 りに した 。 した

が っ て釈放 された 「政治的危険分子」が この町 に きて,そ の まま居 つ く比 率 も、'

大 きか った の で あ る。,こ の よ うな経 路 を辿 っ て きた 「政治家」た ちや,19世 紀

ロシ ヤ全 体 を通 して い つ の 時代 で も生活変革 につい て特権的に主張 した知識青

年た ちのサー クルで,彼 らの思 い つ きの,美 文 的 な演 説 を聞 きな が ら,こ の時

期 の ペ シ コ フは もは や知 識 人へ の疑惑 を内向的 に自分 の うちに もや もや蓄積 さ

せ るよ りは,む し ろ積 極的 に 「先 生 」 た ち に反論 す るところにまで成長 してい

た。 「私の先生 た ちは,彼 らに気 に入 った こ と,《 イデオ ロギ ー的 に》 彼 らに

(1)TaM)Ke.C.17.

(2)TaM)Ke.c.16。
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合致した ものを私に言い聞かせよう乏 した。私は盤制にたい して自分 を守 るほ

かなかった。 そしてそれゆえに私は先生 たちに好意を もたれなかった……彼 ら
た 　

の反感は私としてすこぶる利益になった,彼 らは私とほとんど対等で議論した
ほ ノ

か ら。」

サ"ク ルにおけるペシコフの立場と態度については同時代人の回想があ る。

どこか らか1人 め 「非合法」人民主義者がやって きて,農 民の革命的気分に関
1

す る演説 をお こな った。 「ペ シコフも,また こ の場 に顔 を見 せ,注 意 ぶ か く聞 い

て い た。 そ して 《非合法》が話 を終え 《討論》が始ま ると,自 分 の番 を待 っ て

ペ シ コフ も話 しだ した……彼 の話 し乃 は他 のすべての人々 と全然 ちが うよ うだ

った。みんなは眠気 を もよおすよ うな面 白 くもない,抽 象 的 な論議 で 自分 の言葉

をみ紀 していたが,ペ シ コ フは生 き生 きと した形 象 で もって語 った。彼 の話 に

は強烈 な,生 活 の匂 いが ぷ ん ぷ ん す る言葉 と適 切な性格描 写 とを備 えてい て,

すべ てが 活気 づ き,沸 きた ち,息 づ い てい た … … 若 い人 の この話 し方 はみんな

には気 に入 らぬ らしか った。 《急進 的》 気分 の人 たちはこの話 し方 を幾 分異端

的な もの とさえ見 ていた。 しか レそれで も,み ん な は彼 の 話 を注 意 ぶか く聞い

・てい た…… その よ うな場合 ,ペ シ コ フの 顔 付 は す っか り変 っ て し ま うの だ っ
くヨク

た,こ の こ とを私 は その後 しば しば確か めた。」

後年 ゴ・一 リキ イは,自 分 が 学校 的 思考 訓 練 を受 け なか った ことを,ひ とつの

重 大 な欠 陥 として率 直 に認 めてい る。 しか し,実 生 活 との 交 流 のな い学 校 的 訓

練 は それ 自身のなか に重大 な欠陥 を含む こ とが ある。 理論 と実 際 とが矛盾 しアこ

場合,そ れ は往 々 に し て実 際 を歪 め ることによって 理論的完壁 を保 と うとす る。

19世 紀 後 半 の ロシ ヤが す で に資 本主 義的発達の道 を歩 んでい た ときに,資 本主

義 の腐 敗 的 病 毒 は 「百 姓 の社会主 義的ル ーシへは決 して 決 して!浸 透

す るこ とが ない 」 とい う人民 主義 の理論的確信 が,教 条 に忠 実 な知識 人 た ち を

して 現実 の資本主義 的諸 関係に眼 をふ さがせ,そ れ らを例 外的 現 象 として切 り

捨 て させ るので み る。 このよ うな人々の影響 を強 く受 けなが らも,ペ シ コ フは

(1)《BeceAblopeMecne》 ・OnmepaType.c・490・

(2)H.rpy3AeB.FOPI)K】 匹M.c.63.

、
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生 活体 験 と生 活 の なか で の思索 とによって 人民派の理 論に同意す るこ とを妨 げ

られ,こ の派 の知 識 人 た ち よ り もは るか に広い現 実 を観察 してい た。 だか ら彼

は,彼 が もっ てい な い理 論 的帰 結 のか わ りに,充 分 に もって い た生 活 の なま な

ま しい印象によって報告者 の理論 に反駁 したので あ る。 上記 の引用文に よって

も,彼 の話 し方 が 当時 にお い て すで に 卓抜 した表現 力に よって きわだ っていた

ことが理 解 され る・頭では反擾 しなが らも・ 「みんなが彼 の話 脅注意ぶか く聞

いてい ナこ」 とい う証言が事実で あるとすれば,話 の 内容 の真 実 性 に よ って ばか

りで な く,そ の 観 察 の鋭 さ,そ の表 現 の 豊か さに よ って も人 々の心 を惹 きつけ

たので あろ う。 と くに彼 が 「生 き生 きした形象 」で話 した とい うことは,彼 の

なか に芸 術 家の 萌 芽が 育 ち始 めてい たこ とを示 してい る,芸 術 家 の言葉 とは ほ

か な らぬ形 象 なのだか ら。

とはいえ,ペ シ コ フはい まだ周 囲 の人 々 に 自分 の見解 の正 しさを説得 し,信

服 させ るまで の力 は もた なか った。 い や,む し ろ 自分 の意見 を 形 づ く る よ り

も,周 囲 の意 見 の氾 濫 か ら自分 を守 りと うす ことに精一杯であったろ う。 この

時期,89年 か ら90年 初頭 にか けて,iロ シ ヤで は さま ざま な新 思潮 が 堰 を切 った

よ うに社会 の表面へいっせい に噴出した。 合法マル クス主 義 が,エ ゴ イ ズ ム

が,ニ ーチ エ主 義 が,モ デ ル ニズ ムが 青 年 た ち を熱 申 させ た。これ らの思潮 は

たがい にぶつか り合いなが ら,「 ヒロ イ ックな 時代 の遺 訓 」 に たいす る攻撃 に

おいて は一致 していた。

「矛盾対 立し,ま す ま す鋭 く敵対 的 に な っ て ゆ く意見の渾沌 のなか に,理 性 と

感情 との た たか い を見 ま も りなが ら,真 理 の ほ うが 一 目散 に逃 げだ す か ・

それ とも不 具になって敗退 す るか に ちがいない と私には 思われた これ らの決 戦

のなかに,思 想 の この 沸騰 の なか に,私 は 自分 の 《気持 に ぴ った りす る》 もの

を何 も見い だ さなか った……。 カザ ンや,ボ リソ グ レ ー プ ス ク や,ツ ァ リー

ツ ィンで と同 じ よ うに,こ こで もま た 私 は知 識 人 の生 活 を観察 しなが ら,疑 惑

と不 安 を感 じてい た… … 私 に はまたわか らな くなった 人 々の空虚な生活 は

全然無益な ものに思われ,そ の精神 的貧 困 と,驚 くべ き退屈 さ と,と くに人 間

相 互 の関係 に お け る平 然た る残 悪 さとによって 私 を憤激 させてい るのに ・なぜ
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知識人はその人々の大衆のなかへ入りこんでゆ くもっと精力的な努力 をしない
くの

のであろ うか?… …」

ゴ ー リキ イに とっ て ロシ ヤ生活の道 を自分 に説 明し,理 性的 労働 の意 義 を示

す こ との で きる唯一 の人 と思われたの は,コ ロ レ ン コだ っ た 。 しか し,若 い 多

感 な青年 に は コ ロレ ン コが 近づ きがたい存在の よ うに思 えて,気 軽 に彼 を訪 ね

るこ とが で きなか った。

{私 は ウ ラヂ ー ミル ・ガ ラク チオ ー ノヴ ィチρ ところへ足 を向けなか った。 と

い うのは6す で に述 べ た よ うに,私 は もの を書 く試 み を きっ ぱ りと断念したか

らで ある。 私 はただ と きお り,路 上 や,知 人 の 家 で の集 り'で,ち よっ と彼 に会

うだ け で あ った 。 そのよ うな集 りでは,彼 は寡 黙 で,し ず か に論 争 に耳 を傾 け

て い た 。 彼 の平 静 さは私 の心 をゆすぶった。私の足 もとではすべ てが揺れ動い

ていたし,私 の ま わ りで は ・私 に は それ が よ くわか ったので あるが あ る

醸酵が始 まろ うとしてい た。 誰 もが興奮 し,論 争 し てい た 一この人 はい っ た

い何 の上 に立 ってい るので あろ うか?し か し 私 は彼 に近 づい てい っ て,

《なぜ あ なた は平 静 なの で すか?》
ご　 ナ

と訊 ね る決心はつか なか った。」

1890年 の夏 の夜,ヴ ォノレガ河 の 上 に そ そ り立 つ 断崖 の上で,ペ シ コ フは コ ロ

レ ン コに偶 然 出会 った。 永い あいだペ シコ フの心 にわだか まってい た疑聞に,

コ ロ レン コ は答 え る 。

「私 は 自分 が何 をし なけれ ばな らないか を知 ってい ます。 そして 自分のやっ
くニうノ

てい るこ との有益 さを確信 しています。」

コ ロセンコの管はこのよ うに単純明快 であった。 コ ロレンコは80～90年 代 の

民 主 主 義 的知 識 人 の最 もす ぐれ た,最 も才 能 ゆ たか な代 表 者 の一 人 で あり,専

制 権力 に たい す る熱 心 な執 拗 な斗士で あった。 芸術 家,評 論 家 プ社 会 活動 家 の

どの領 域 で も一流で あった彼 は,そ の全 力 を専 制 政 治 との た たか いに捧げて き

7Cし,こ のitfcか い の必 要 性 と最 後 の勝 利 とをゆ るぎ な く確信 してい71'・ しか

(1)《BpeMfl、KopoJleHKo》c・20・

(2)TaM)Ke.c.19.

(3 、)TaM>Ke・-c・27・ 、a
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も,同 時代 の知 識 人 の 多 くの よ うな空疎 な熱 弁 と一 時の発作的 ヒロイズムに陶

酔 す るこ とがな く,コ ロ レンコ は 「崇 高,遠 大 な 」 目的 を身 近 な社 会 的諸 課題

の解決 を固 く結 びつ けて,た たか い を進 めた 。'官庁 や悪 商 人 め不 正 を あば き,

弾 該 し,無 権 利 の人 民 の 利益 を擁 護 し社 会問題へ の関心 をか き立 てなが ら地 味

だがねば り強 く,偉 大 な理 想 実現 の た め に必 要 な布石 を彼 は お こ な っ た の で

あ る。 彼 は尖鋭な階級斗争 によ る急激 な社会変革 よ りは,長 い見 透 しの なか で

徐 々 に変革 す る方向 を選んだ。 この点 で ゴー リキ イとは一致 しなか った◎しか

しそれだか らこそ,80～90年 代 初 頭 の 「沈 滞期 」 に も,20世 紀初 頭 の反 動 期 に

も,革 命 勢力 が 敗北 し組 織 が 潰滅 もし くは 弱体化 しその上 を反動 の暴風が吹 き

す さんで も,コ ロ レ ンコは 自分 の信 念 と仕事 の 有益 さとをい ささか も疑 うこ と

な く,自 分 の仕 事 をひ とつひ どつ 積 み重 ね るこ とを一 瞬た りと も放棄しなか っ

た。 それ ゆえに,彼 とは思 想 ・信 条 にお い て異 な るル ナチ ャール スキ イのよ う

な最 も尖鋭なマル クス主 義者 が,彼 を 「ロシ ヤ の義人 」 と呼 ん で,深 く尊 敬 し

た ので あ る。 だ が,い ま,未 来 へ の道 を模 索 す る青年 を前 たして,コ ロレン コ

は本当の知識人 とはなにか,知 識人がいかなる点で人民に役立 ちうるか,い か

な る点 に彼 の長所 があ るか を説 明し,自 分 の生 活 の 目標 を打 ち明 け る。

「必要 なのは正義 です!そ れ が小 さい火 の粉 をす こし ず つ蓄 めていって大

きな火 にな ると き,そ の火 は地 上 の あ りと あ らゆ る嘘 と臓れ を焼 き払ってしま

い ます。 そして,そ の と き初 めて,生 活 は そ の 苦 し く悲 し い 形 を変 え るので

す。擁 まずに ・自分の身を惜 しむ ことな く・誰 を も・なに ものを も惜 しむ こと
(1ノ

な く,生 活 のなか へ正 義 を もち込 み な さい そ う私は思い ます。」

ゴー リキ イに とって この忘れがたい対 話の あ と,別 れ ぎ わ に コ ロ レ ンコぽ訊

ね た 。

「 ど うです 書いてい ますか?

いい えQ

ど うし て で す?

時 聞 が な い ので … …

一 残 念 で す 。 で も,そ れ は理 由 にな りませ ん 。 や ろ うと思 えば,時 間 は

'
(1)TaM)Ke.c.30.

＼
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見 つ か るは ずで す 。私は真面 目に考 えるのですが,あ な た に は才能 が あ るよ う
ぐ　　

です。あなたは気分 がよ く落着いていないんです よ……」

ア レクセイ ・ペ シコフは,天 性 のす ぐれ た資 質 と,苦 難 の生活 とか ら早 くか

ら 「人 間 をつ くるのは環 境にたい す る抵抗 」 で あ ることを知 っていた。 そして

彼 は,青 年 らしい情 熱 と生 活 に裏 づ け られ た強い意志 とで理想的生活の建設へ

と導 く道 をたゆまず さ ぐりっづけて きた。 だが,彼 の体 験 した生 活 の,過 度 に

刺 戟 的 で強 烈 な 印 象 の 山積 は,23才 の青 年 に とっ て は統 一 ・発 展 の方向へ それ

を整理 す るどころか,そ れ らの 印象 の矛盾 ・相 刺 にた いし 自分 の姿勢を定 め る

べ く全力 を傾注して対決す るので精一 杯で あった。一 彼 の気分がよ く落着い

ていないのは当然 のこ とで あ る。

か くて 「理 論 」 の氾 濫 す るこの町 を去 って,ロ シヤ を め ぐり,ロ シ ヤの 民

衆 を知 りたい とい う止 みが たい渇望が彼 のなか に湧 く。 人民主義者 のサ ロンに

おけ る人民で はな く,日 々の労 働 で汗 と泥 に ま みれ る生 きた人民 を知 りたい と

い う渇望が。

「幼年時代 と少 年時代 に私 は,お そ ら く,屈 辱 の 苦 さ を あ ま り に 多 く経 験

し,苛 酷 さ,悪 意 あ る愚 か し さ,無 意 味 な 嘘 をあ ま りに 多 く見 た 。心 にのしか

か る早 すぎた重荷は私 を圧 迫した。 私には生活のなかに,人 々 のな か に,心 に

の しか か る重 苦 し さ と釣 合 うこ とので きる何 ものか を発見す ることが必要で あ
での

った,自 分 を ま っす ぐに す るこ とが必 要で あった。」

ご うしで彼 の遍 歴が始 った。 これ は1891年4月 の こ と。 コ ロ レン コ との 交際

は それ 以来しば らくとだ えた。

「私 は ニ ー ジ ニ ィ を去 り,そ し て ほ とん ど2年 間 浮 草 の よ うに ロ シ ヤ の 町 々 を

さ迷 い 歩 い た 。 ヴ ォル ガ 沿 岸,ド ン,ウ ク ラ イ ナ,カ フ カ ー ス を 通 り す ぎ,数

くの

え ることので きない ほ ど多 くの様 々な印象 ・冒険 を経験 した……」

この旅行 はほとん どが徒 歩でな された。 ドン膿野の村 々では農 家で 日傭 いを

(1)TaM》Ke.c.31

(2)《repo且 》.C.c.T.11,c.311.

(3)《OnepBo益nK)6BH》.C.c.T.15,c.103.
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し,オ デ ッサ,ロ 澱 トフ=ナ=ド ヌで は港 湾 で 荷揚 人 夫 を し,ド ニ エプ ル の河

口 で は漁 師 た ち と暮し,塩 田で働 き,ベ ヅサ ラ ビヤで は ジプ シ ー の 群 に ま じ

り,ノ ヴ 。ロシ ー ス クで は道 路工 事 で働 いた。 ここか らカフースへ足 をふみ入

れ,チ フ リスで革 命 的労働 者 のグ ル ープ と知 り合い ゴここにしば らく滞在しで

ノ ノ

女教師たちの日曜学校の企画に参加した り,農 民劇場の設立を計画している。

チフリスでの滞在中,ペ シコフはその後の彼の生活に決定的な作用を及ぼし
に ドわ ヨ

た人物一A.M.,カ リュー ジ ヌ ィ と親 交 をむ す ん だ 。 彼 はこの放浪 の青年に就

職 を世話 し,学 習 をす す め,の ち に は 自分 の 住居 に招 い て,生 活 の 心 配 な く

「体 験 し た こ と」 を作品化 す るこ とを助 けた。こ うして,ア レクセ イ ・ペ シ コ

フ のag-t作 『マ カ ー ル ・チ ュー ドラ』(MaKaptlyApa)が 生 れ た の で あ る。

こ の 作 品 は カ リ ゴ ー ジ ヌ イ の 奔 走 に よ っ て チ フ リ ス の 新 聞 「カ ブ・カ τ ス 」
ぐの

(KaBKa3)に 発表 され るこ とに な っ た。1892年9月12(24)日 で あ る。

こ の 日を ゴ ー リキ イは 自分 の文学活動 のは じめの 日と考 え て い る。 そ し て

「カフカース」 の編集部が短篇小説 の採 用 を決 定しアこ瞬間,ペ シ コフは表 題 の

下 に 「MaKCHMrOPbKmbjと 署 名 し た。 これ は作 者 の 重 苦 しい生活 にだいす

る苦悩 を物語 る 「辛い つ らいマ クシム」 とい う意味を もつ。 すなわ ち,マ クシ

ム ・ゴ ー リキ イ が こ の 日誕 生 し た の で あ る。

3

1892年10月,ゴrリ キ イ は ニ ー ジ ニ イ ・ノ ー ヴ ゴ ロ ドに 帰 っ た 。 こ こ で 前 に

(1)AJIe;〈caHAp赫eΦo廻eBHqKaπlo)KHH員(1853～1939),《 人 民 の 意 志 》 派 の 革

命 家 。徒 刑 の の ち,チ フ リス に 住 ん で 労働 者 の あ い だ で 宣 伝 活 動 を して い た 。 ゴー

ゾキ イ は の ち に彼 に つ い て次 の よ うに書 い て い る。 「こ う書 い て く だ さい;ゴ ー リ

キイ の最 初 の先 生 で あ った の は 兵 士 で 料理 人 の ス ム ー一ル イ,2番 目は 弁 護 士 ラ
ー ニ ン ,3番 目は 《社 会 の 外 》 の 人 間 カ リ=...一.ジヌイ,4番 目は コ ロ レ ン コで あ る。」

(B》KYp.《CeMbfi》,1899.No.36.)「 あ な た に お 会 い で き る とは な ん と嬉 し い こ

とで し よ う,ア レ クサ ン ドル ・メ フオ ー・一・・ヂ エ ヴ ィチ!… … 私 は お よそ9年 間 もあ な

た に お 会 い し な か った が,し か し あ な た と と もに 経 験 した こ とのす べ て を私 は は っ

き り と記 憶 して い ます 。 そ して,ほ か で もな い あ な た が初 め て,私 が い ま歩 い て る

道 へ 私 を 押 し出 して くれ た こ とを,け っ して忘 れ て い ま せ ん 。」(1900年6月2日 付

の カ リュt-一・・ジ ヌ イ へ の 書 簡.C.c.T.28,c.122)。 ・

(2)括 弧 の な か の 数 字 は新 暦 を示 す 。
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も勤 め た こ との あ る弁護士 ラーニンの ところで,ふ た た び書 記 として働 くこ と

に な った。

ゴー リキ イが後 に論文や作晶 でしばしば語 ってい るところか ら考 えて,こ の

時期 に は専 門的 作 家 として立 つべ く∴ 多 くの詩 ・散文が書かれ てい た と思われ

る。しか し,最 初 の短篇 『ア カール ・チ ュー ドラ』発表 以後 ・ほとんど一年 に

わ たって,彼 の作 品 は ど こに も発 表 され て いない のが事実 であ る。

・おそ らく
,「 生 活 印象 の雑 然 さ と重 苦 し さ」 とい う,青 年 時代 か ら作 家生 活

に入 って か らもか な り後まで尾 を引いた とみ られ るこの精神的負担が ・ とりわ

け作家的出発期 の彼 に とって,創 造 上 の大 きな障 碍 にな ってい たので あろ う。

豊富な体験 はい まだ必要な形式 に整理 されぬ状態 にあったのであ る。 詩か ら寓

話へ,寓 話 か ら風俗 的物 語 へ,さ らに伝説 へ,放 浪 生 活 を扱 っ た 自 伝 的 小 説

へ,幼 年時代 の 回想 へ と題材 と形 式 とを移行 させ なが ら,若 き作 家 は文 学 の あ、

らゆ るジ ャ ンルで の習作を試みていたのであろ う。

この時期,夜 ご と,裁 判 の記 録 や,上 告 ・控 訴 な どの書 類 を清 書 し たの ち,

「あ る不思 議 な 自己忘 却 の熱 い 波 の氾濫 」を胸 に感 じなが ら,ゴ ー リキ イが ど

れ ほ どの作 品 を書 き,そ して火 中 に投 じたか,わ れ わ れ は知 る こ と が で き な

い 。 『マ カール ・チ 。一 ドラ』発表後 にゴー リキ イが書いた 芸術的習作 として

われ われ の見 ることので きる最初の ものは,チ フ リス滞 在申 に書 か れ た 『ちい

さい妖精 と若い羊飼いの話』(OManeHbKoti .(peeHMoaoAoMqa6aHe)を

除 け ば,1893年4月5日 の 日付 の あ る伝 記 的素 描 で あ る。 これ は.ソ 連 に お け
くトわ

るゴー リキ イ研究者 たちの証 言によれ ば,当 時 の ご く普 通 の学校 用 ノー トに28

ペ ー ジに わ た って書 か れ た もので あ る。

こめ伝記的素描 は次のよ うに意味深長 な表題 を もってい る。

H3JIO}KEHレIE り
ΦAKTOBH双y.M,OTB3AMMOAEHCTBM兄KOTOPblX

(1)H・n・Be・ πKHHa・rlpo6」leManono)KHTe・ πbHororepofiBaBTo6}至orpaΦ 騒qe-'、

cKotiTpHJIorHvaropbKoro.BKH.《PopbKoBcKHeqHTeHHH》1949.H3A.AH-

CCCP.c.9プ.
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OTCOXnHJIyl{皿IHEKyCKレ1

くり
MOEroCEPAUA

きれぎれ

1私 の心 の良 き断片 が それ らの相 互 作用のた めに枯れ 落ちた ところの,

'事 実 と思索 の記 述)'"'

『記 述』 の 冒頭 に,「 アデ ー リや!ど うし て お前 は,私 のい うこ とをな ん

で もか んで もそんなにひ ど く邪推す るんだね?… …(ド イ ツ小説 よ り)」,「 わ

ず か に 味 よ き蜂蜜 とな に や らと を 味 わ い て,わ れ は み ま か り ぬ(古 謡

D」 とい う二 つ の題詞 が掲 げ られ てい るよ うに,こ の 草稿 の 内容 は 自 嘲 的 色

彩 が濃 厚 で絶望 的なまでに暗いか げを帯びてい る。 ここには後の 『幼年 時代 』

の数章に一致す るい くつか の場面が断片的に,「 思 い 出の刻 印 」 として描 か れ

て い る。 もちろん,こ れ を 『幼 年時 代』 の初 稿 もし くは下絵 と考 え ることは正

し くないで あろ う。 これ は多 くの点で後年の作品 とはい ちぢるし く矛盾 してい

る。 しか し,文 学 的 に熟 考 され整 理 され た もので な く,作 者 が ほ とん ど発 作 的 な

衝 動 に駈 られて,ご く短 期 間 に書 い た で あろ うその ために,『 記述 』 は この時 .

期 の作 者 の 内面 世界 をい っ そ う赤裸 々に示 す もの とな ってい る。 このなか で作

者 は語 ってい る。 自分 が こ の 世 に生 れ出たのは性悪な 自然 の気ま ぐれ な

いたず らの結果であ り,産 声 は 「不 満 と抗 議 の叫 び で あ った」 と考 え る。父 の

死 んだ 日に生 れfc弟 の マ クシ ム は,1週 間 後 に は世 を去 った が,こ め 行 為 は

「彼 が 非凡 な,き わ めて 明敏 な頭 脳 を所 有 してい たこ との証明」 であ る。早 く

他界 した父 につい てはほ とん ど記憶 がないが,「 私 な ら,き っ と,自 分 の子 供

た ち に もっ と多 くを残 すだ ろ う。い ずれにしろ,私 の罪 に よ って(ぎ りぎ りの

と こ ろで 半分 は)子 供 た ちが生 存 すべ く運 命 づ け られた ことについて,彼 らの

前 に許 しを乞 うこ とを忘 れ はしまい。」「神様 には申訳 ない けど,わ た し は ア レ

クセ イを愛せ ない の 。 だ ってマ クシム(私 の父)が コレ ラにか か った の は あ の

(1)《M3no}KeHue… …》 は ゴ ー リキ イ の 遺 稿 の なか か ら発 見 され,1'940年 に ゴー リ

キ イ記 念 世 界 文 学 研 究 所 の 論 文 集 《FopbKoBcKHeqllTeHHfl》 に初 め て 発 表 され た 。

M.1'OPbKvafi:C.c.T.ユ に収 録 され て い る。
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子 のせ い じや な くって? 、い まの い ま,わ た し の手 足 を縛 って い るの は あの子

じやな くって?あ の子 さ えい な け りや,わ た し はい い暮 し が で きたで し よ う

に!」 と語 る母 は,や が て子 供 を祖 父 母 の もとに残 して,若 い 男 の も と へ 走

る。 それか ら,意 地 の悪 い祖 父,酔 っぱ らい の祖 母 …… 若い ゴ ー リキ イの脳纏

には暗 く苦い記憶 のみが津波 のよ うに押 し寄せ る。 耐えが たい思いに囚われた ,

彼 は この回 想 を 「ス ト。プ!」 と断 ち切 り,題 詞 の 「アデ ー一一1リや!'… … 」 に 始

ま る ドイツ翻訳 小説 の 文 章を20行 ば か り書 き写 して筆 を投 げ てい る。

1892年 の秋,ゴ ー リキ イ は 「初 恋 」O .女性,オ リガ ・カ ミンス カヤ とチ フ リ

スで 再会 した。 彼 のひたむ きな思慕 にほだ され,カ ミンス カヤは パ リに とど ま

って い る夫 と別れ る決心 をし,12月 か らニ ー ジニ イに移 って ゴ ー リキ イと同棲
ぐめ

し始 め7C。5才 年 長 で,過 去 に永 い パ リ生 活 と2度 の 結婚 を経 験 し,肖 像 画 や

製 図 や服飾 の才 能 と 「危 険思想」 を所有 す る愛 らしい 「女学生 」 であ るこの婦

人 は,「 生活 の粗 野 に辱 め られ た心臓 」 を もつ24才 の青 年 を 「母 の よ うな寛 大

な態 度 と…∴晴れ やが な笑い」 とで柔 らか く包んだ 。 こ うした新婚生活 のなか

に あって も,自 分 の 過去 の生 活 をふ りか え る とき,ゴ ー リキ イは生 活 印 象 の重

苦 し さに暗胆 とな らざ るを得 なか つた。

このよ うな時期 に,.ゴ ー リキ イの前 に援 助 の手 を さし のべて コロレン コが ふ

たたび現われ た。1893年5月,コ ロ レン コは ま だ 「ロ シ ヤ の 富 」(PyccKoe

60raTCTBO)の 編集 部 に は参 加 し て い なか った が,こ の雑 誌 に たい し て は執 筆

者 の一 人 として協力 してい た。彼 はゴー リキ イの原稿 を,自 分 の 批評 と註 釈 を

つ けて雑 誌 に送 り,編 集 主 幹 の ミハ イ ロ ー フス キ イに宛てて書い てい る。 、

「同封で ペシ コフとい う人の詩 を もう2篇 送 りま す 。 … … こん ど は詩 も人間

もは るか に興味 ぶかい ものです。 これ は疑いない文学的才能 を もち ・まだ 自分

の道 を完全 には探 し出してい ない独学者です。お 送 りした詩 の うち 最初 の

もの妹形式 では弱いが,画 面 はよ く意 殊 づ け られ,確 か な詩 的 ほ とば し りが あ

(1)Onbra}0∬beBHaKaMHHcK朋 ユ この 女 性 に つ い て の思 い 出 に ゴー リキ イ は

《OnepBoftnK)6Bva》(C.¢.T.15)を 捧 げ て い る。 これ に つ い て は別 の 機 会 に独 立

した 主 題 と して扱 い た い の で,こ こで は 多 く触 れ な い 。
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りま す 。 ほか の2篇 は さほ ど力 作 で な い が,形 式 か らい え ば非 の打 ちど こ

ろが な い よ うです。 …… これち の試作 についてのあなたの ご意 見 を伺 うこ と

は,作 者 に とっ て非 常 に貴 重 な こ とです。 彼 は 《ロシヤの富》へ掲載 され るこ

とを熱 望してい ます。私個人 の気持 として も若干の 言葉 とで きるだ け早急 の決
くユク

定 をお願 いします。」

これ らの詩篇 は紛失 され て しまった らしいが,そ のゼ つ につ い て は次 の よ う

な 同 時代人 の回想 があ る。 「あ ると き,コ ロ レン コは 《ロシ ヤの 富》 編集部 ヘ

ア レクセイ ・マ クシモーヴ ィチの詩 をニージニ イか ら持 って きた。 贋野のなか

の一人の浮浪者が描れ てい た。詩 は ミハ イロ」一フスキ イには気 に 入 られ な く

て,雑 誌 に は戴 らな か った が,コ ロレ ン コは ほ め そや し,詩 を朗 読 して次 の句

を強 調 した。

HBcTaHyH,6po丑Hra,HaKoJleHH・ ・・…

く　ウ

だ って これ はすば らしい じやないか!と コ ロ レ ン コは言 っ た。」

コ ロ レ ンコは編集部におけ る原稿採 否の決定を待 たず に,こ の 年 の 夏 に全 世

界 博 覧会 が開 催 され たシカゴへ赴 ぐべ くロシヤを去 った。 しか し,ア メ リカへ

去 る前 に コ ロレ ンコは ミハ イローフスキ イにたい し,ゴ ・一リキ イに返事 を早 く

出 す よ う強 く要望 してい る。 ミハ イローフスキ イは コロレ ンコの 依 頼 に よ っ

て,か ね て ゴー リキ イ と も知 り合 い であ るア ンネ ンスキ イに宛 てて書い た。 ・

'

刃

鳶

「尊 敬 す る ニ コ ラ イ ・ フ 。一 ド ロ ヴ ィ チ,B.r.コ ロ レ ン コ は あ な た を

通 し て ペ シ コ フ 氏 に,彼 の,ペ シ コ フ の 詩 に つ い て 答 え る よ う 頼 ん で い

ま す 。 ど う ぞ 彼 に 次 の こ と を お 伝 え くだ さ い 。 彼 が 届 け て くれ た 詩 は 失 敗

〆(1)H .K.m}1xa加oBcKH最 へ の 書 簡 よ り,30Ma註1893.B.r.KoponeHKo.

M36paHHbleHHcbMa.T.3.

(2)C.丑.npoToHonoB.BKH.C6・ 《ropbKH負 》1928,c.110「 ニ ー ジ ニ イ カ〉

ら持 って きた 」 とい うの は著 者 の記 憶 の 誤 りで あ ろ う。 こ こで述 べ られ て い る詩 は

コ ロレ ン コが 編 集 部 に 送 った 詩 なの で あ る。
、

1
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作 です 。最 初 の もの は正真 正銘 の詩精神 につ らぬか れてい るが,し か し形

式 に は非 常 な欠 陥 が あ り,残 りの2篇 は形式 に こだ わ りす ぎ て 無 内 容 で

す 。

コロレンコは,ペ シ コフ氏 が 散 文 の ほ う も試 み ていた と私 に言い ました。

彼 に,コ ロ レ ンコに知 られ てい る試 作 は彼 自身 も失敗作だ と言ってはい ま/

したが,才 能 に つい て は証 明 してい ま す 。 何か私に送 って見せて くれ ませ

く　う

んか,た だ しす で に コ ロ レ ンコが 見 て しまった ものではない のを。」

ゴー リキ イが ミハイ ロー フスキイに 自分 の小説 を見 て もらうために送 ったか

ど うか1ま不 明 で あ る。 しか し この 時期,ゴ ー リキ イが3篇 の短 篇 を モス ク ワの

日刊 新 聞 「ロシヤ通報 」(PyccKHeBeAoMocTva)の 編集 部 に送 っ た こ とは明

らか にな ってい る。その うちの丁 つ,『 エ メ リ ャン ・ピ リ ャー イ 』 は 同 紙 の

213号(1893年8月5日)に 発表 ざれ た 。t

,有 力 な 中央 紙 に発 表 の機 会 を もっ たこ とは,彼 に とって 文筆 生 活 の最 初 の 踏

台 となった。 この ときか ら彼の初 期 の作 品 が 「ヴ ォル ガ報 知 」(BomKCK雌

BecTHvaK),「 ヴ ォル ガ 人」(Bonrapb),「 サ マ ー ラ 新 聞」(CaMapcKafi

ra3eTa)'な どの地方 紙 に次 々 と掲 載 され は じめた。

この年 の秋,ア メ リカ旅 行か ら戻 った コ ロ レンコは ゴー リキ イの 訪問 を受 け

て,次 の よ うな よろ こび の言 葉 で 彼 を迎 えた。

「 ところで,私 た ちは あ なた の 短篇 《マ ヒワの話》 を読 ん だ と こ ろ で

す。ねえ,ほ ら,あ な た は作 晶 を公刊 し始 め ま し たよ,お めで と う!あ な た

は一 強情 な人 らしい で す ね,あ いか わ らず 寓 話を書 い て おい でだ。か まい ま

せん と も,一 寓 話 も結 構,機 知 に 富 んで い た らね,強 情 も悪 い 性 質 じゃ あ り
{2,ltt

ま せ ん 。」,

長 い 会 話 の 後,ゴ ー リキ イ を 送 り出 し な が ら彼 は,さ らに 大 きな 成 功 を望 ん

(1)H.K.厘Hxa伽oBcKH茸 のH・.{}.AHHeHcKI撹 へ の 書 簡,BKH.《M.

FopbKMti.MaTepvaaハblHHcc諏eAoBaHK只 》T・2.c.352.

(2)C.c.T.15.c.32～35.
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で い る,と ゴー リキ イを は げ ます 。-

「一 …それ で は あ なた は私 が書 ける とお考えですか?一 一一と私 は訊 ね た 。

一 一 もちろ んです!一 一彼 はす こ し驚 い た よ うに 叫 んだ ,一 一だ っ て あ な た

は も う書 い てい て,発 表 してい るじや あ りませ ん か,そ うで しよ?相 談 した

い こ とが あ っ た ら,原 稿 を もっ てい ら っ し や い,い ろ い ろ お 話 し ま しよ う

… …」

カ リ ュージヌイは ゴー リキイに彼 の進 むべ き道を示 したが,コ ロ レ ン コは地

方 新 聞 に発 表 され たゴ・「リキ イの短 篇小説 をひ とつひ・とつ批評 しなが ら,こ の

道 一 一文 学へ の道 の注 意 ぶか く経験豊か な先導者で あった。 コロレンコの忠告

や指示 は,ゴ ー リキ イが回 想 す るよ うに,単 純,簡 潔,明 快 で あ った 。 しか も

これ は初 心 の作家が正 に求 めていた指示 で あった。 「あなたの書 き方は実 に独

特 です一 一とコロレンは言った,一 …あ な たの もの は すべ てが きちん としいな

いで ぎらぎ らしてい る,し か し一 一面 白 い 。 」

この 「面 白 さ」にたい して申央の大新 聞 ・大雑誌 の練達の編集者たちは さほ

ど注意 を向けなか った らしく,ゴ ー リキ イの原 稿 は彼 らの た め に 一 度 な らず

「紛失」 させ られ てい る。

それ は と もか ぐ,コ ロ レン コは,大 きな才能 を秘 め た この青 年 作 家が地方新

聞の小説 欄で朽ちはてぬよ う慎重 に配慮 し,彼 の中 央 へ の進 出 の た め に尽 力 し

てい る。

93年11月14日,コ ロ レ ン コは 「ロシ ヤ通 報 」の 編集者1>i.A.サ ブ リンに 宛
ヒ

てて書いた。

「親愛な る ミハイル ・アレクセーエヴ ィチ,あ な た の 《ロシ ヤ通 報 》 編

集 部 に は 《マ クシム ・ゴー一リキ イ》 の2,3ゐ 短 篇 が あ るはず で す 。 そ の

うち の ひ とつ,《 エ メ リ 。ン ・ピ リ ャー イ》 はすでに掲載 され ま したが,

残 りの もの も掲 載 され る と聞 い てい ます。 しか し,あ なた の とこ ろで は文

学 もの が特 別な価値 を もつ ものでないに して も,す で に数 カ月経 過 した の

に 短 篇 は現 われ ません。作者 は一 わがニ ジェゴロー ド人です。 一 …そ し
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て私 は,早 急 の 調査 とそれ らの短 篇が と くにいつ発表 され るか ご返事 をい

ただけ るな ら,大 兄 に厚 く感 謝 す るで しよ う。 で は,お 目 に か か れ る 日

ま で 。
げユ

君 のBJI.コ ロ レ ン コ 」

コ ロレンコの奔 走 も空 し く,「 ロシ ヤ通 報 」 編集 部 か ら原 稿 は不採用 の通 知

どと もに送 り返 され て きた。 コロレンコはす ぐに ゴー リキ イに次 のよ うに連絡

し た 。
、

「親愛 なるアレクセ イ ・マクシモーヴ ィチ,

《ロシ ヤ通 報》 か ら不 愉 快 な知 らせ が きま した。暇 をみ てお寄 りな さい,

一 一お話 しま しよ う。 ま だ 《ロシヤの富》へ送 つていなか った ら,一 …原

稿 牽私 の とこ ろへ持 っ て きて くだ さい,相 談 しま しよ う。 一 人 の知 恵 もい

い が,二 人 の ほ うが もっ とよい 。.

い つで も,一 一お 寄 りな さい 。
く　 メ

1893年11月25日 あ な た のBn .コ ロ レ ン コ 」

く　

、 同 じ日の 日付 で彼 は弟 の イラ リオ ン ・ガ ラクチオー ノヴイチには このこ とに

関連 し次 のよ うに書い てい る。

ノ

「可哀 そうなペ シコフ!私 は彼をひど く悲 しませ ることになる。彼に

頼まれて私はサブ リンに,編 集部で受取った短篇をど うい うわけでこんな

に長 く掲載しないのか とい う質問状を書いだのだ,そ して短篇は採用 しな

い,駄 作を採用す るわけにはいかぬとい う回答を受取った。短篇自体は私

に送 り返された,一 一そ してサブ リンはそれ らを読んで,私 の裁判にかけ

(1)M・A・Ca6nzHへ の 書 簡,B.r.KoponeHKo.H36paHHblenzcbMa,T.3.

(2)TaM)Ke.M.rOPbKWtへ の書 簡 。

(3)H朋apHoHranaKTHoHoBHqKeponoHKo(1854～1915)-B.,r.の 弟 。 兄

と同 様 に 追 放 と流 刑 の 後,ニ ー ジ ニ ィに 居 住 し,仕 上 工 と し℃ 労 働 しな が ら職 人 た

ちの 間 で 組 織 活 動 を お こな って い た 。 この こ とに つ い て は 《わ が 同 時 代 人 の 歴 史 》

の第II巻 第5篇 参 照 。
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ろ 腰 求 し て い る6一 っ は 一 一一一一一・ネ レ ポ イ白と そ の 場 の す べ 昏(!)_..一.一

　 レ 　 ポ エ

独創的 な着想で はあ るけれ ど,高 度 に不 細 工 な作 だ 。 も う一 つ の一 … 《塩
**ネ レ_ポL

の上 で》 はわ るくはない オーチ ェル クだが,明 らか に不 細工 な伯 爵 の た め

に 苦 しあ られたのだ。 それは と もか く,可 哀 そ うな彼 は ,手 紙 で着 に

借 金 を頼 ん だ そ うだ ね,と ころが とっ ちで は こん な意 外な ことが!__

彼 は私 の と ころへ 来 た が一 具 合悪 そ うで,顔 色 がす ぐれ ず,蒼 ざめ て見

える・この文学搬 をあまりに早 く蝕ばんでし・る,そ れに もまして ,い ろ

んな輿様連だの令嬢連が早 くも彼に過大な期待 と称讃の毒をたっぷ り飲ま

を　ぜ
して しまったのだ・ ヴ ェーラ ・ドミ 〔一 トリエヴナ〕 は彼をハ イネ扱 いせ

ん ばか りだ,そ れ以 上 で さえ あ る!私 ま で 同 じ よ うに 巻 き 添 え に さ

れ て しま った,'(私 は あ んな ふ うに は出 発 しなか っ た,一 般 に,才 能

に関 し て彼 を 自分 よ りは るか に高い乏考 えてい る,と 私 が 言 っ た とか)等

々 々 ・ もちろ ん ・ この評価 に私は責任 はない。 反対 に ,あ れ ほ ど気 に入 っ
　　　　

てい るジプシーを扱 った小説 に関 して さえ,私 は筋 の若干 の ロマ ンチ ック.

な不 自然 さを指 摘 し て作者 の熱 をす こし冷 まそ うと努力 した ,概 して彼 に

用心 ぶか さを吹 きこ も うと試み た。 それ は ともか く,一 一一般 の喧 声 は句

哀 そ うな彼 の頭 をぼっ とさせ てい る。 《ネ レーポ伯》 は外形か らも内面か

らも粗雑 に,抑 制 な く書 か れ そい る。 だカ・らこの小説 を編集部 に送 るこ と

のできるのは一 彼の一行一行が真珠とまが うばか りと確信して疑 いをは

さまぬ人間だろ う・3日 ほど前,私 は彼 と親 レく話した ,一 そして私は

彼 とこだわ りのない気持で話 し(ま だ 《ロシヤ通報》 での不成功を知 らな

いで)・ 彼の前方には成功や名声よりもはるかに大 きい苦労が待ってい る

ことを指摘した。彼は理解レたよ うだが ,し か し災厄はすでに作 られてし

ee《rpaΦHeneπoHBceTYT》 これ は発 表 され な か
った,原 稿 は保 存 され て い

な い 。

ee*《HaconH》 一 《ロシ ヤ通 報 》 に は採 用 され な か
ったが,後 に 《サ マ ー ラ新 聞 》,1895年18

お よび21号(1月22お よび26日)に 発 表 され た 。
x**MacnbBaB .双.ニ ー ジ ニ ィに 住 む 「文 化 マ ダ ム」 の 一 人 で

,ゴ ー一リキ イと
コ ロ レ ン コの 共 通 の知 入 。

鼎 撒 ・処 女 作 《MaKapqyApa》 を さす
。

ξ
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ぐり

まった。いまは可哀 そ うな彼 にとって非常に辛い こ とだろ う。」

この時期 には ゴー リキ イはすで に文学 を自分 の生涯 の仕事 と定 め,苦 しい創

作 的 探求 を進 め てい た が,カ ミンス カヤ夫人 との共 同生活 は徐 々にではあ るが

破 綻へ と傾斜 し始 めていた。夫人 の 「貴族女学校 的 ・パ リ的 ニヒ リズ ム」 は ゴ

ー リキ イのまわ りを騒 々し く軽 はずみな城壁で取 りか こ み ,こ の 城 を 訪 れ る

「騎 士 団」 の誰 かれ をパ リ式 に,粋 に 「揺 ぶ つ て」 は若 い夫 を 困 惑 させ て い

た・生活の他の諸相については持 て余す1まど の体験 の蓄 積 を もっ てい た とはい

え,男 女 の ま じわ りに つい て は経験 が浅 く,こ れ ま で は ス トイ ックな幻 想 と強

烈 な好奇心 とを持ちつづ けて きた若い ゴー リキ イに とって それ は きわ めて強烈

な刺戟 であった と考え られ る。 さ らに騎士団の誰かれが ヵ ミンス カヤ夫人に特

別 な関心 を向けた と同 じ程度に,概 し て文 士 に は よわ い有 閑 夫人 たちが若い作

家 に関心 を示 したであろ うこ とが推測 され る。 こ うしたこ とが コロレンコの弟

へ の手紙 のなか に示 され た深い危惧 と強い叱責 の調 子 を生 み だ さしたのであ

ろ う。 当時を回想 しなが らゴー リキ イは書い てい る。

「私 は,こ の よ うな生 活 が.私 が 歩 い てい るそ の道か ら私 を はず して しまい

うるものであると考えた・私はすでに・生活のう ちに文学以外のどんな場所 も

私にはない,と い うこ とを考 え始 め てい た,し か しこの 条件 の なか で は 仕 事 を
ぐ　ク

す ることは不 可能 であった。」

この悪 条件のなか で も,し か し,ゴ ー リキ イは次 第 に 本来 の 自分 を取 りもど 瓢

してい った。1894年 に は すで に書 記 の仕 事 を や め て文 学創作 に専念 し,1行2コ

ペ イ ク とい う殺 人 的 に低 廉 な稿 料 ではあったが曲 りな りに も筆一 本で 立ち,地

方 新 聞 に 作品 を発 表 してい た ・ こ うして・94年 の4月 か ら7月 にか け て25回 に .

わ た り,最 初 の中 篇小説 『不幸 な パ ー ヴ ェル』(ropeMblKanaBeJI)も 発 表

さ れ た 。

こ の 年 の 夏,ゴ ー リ キ イ は ふ た た び コ ロ レツ コ を 訪 れ た 。

「… … 私 は コ ロ レ ン コ に お 伽 話 《漁 師 と 妖 精 の 話 》 と 書 き あ げ た ば か り の 短

(1)H.r.Kopo・ieHKoへ の書 簡 よ り,Foc.6-KaHMeHKB.H.・JleHvaHa.

(2)《()nepBo員tlK)6BK》.C.c.T.15,c.113.
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、篇小 説 《イゼル ギ リ婆 さん 》 の原稿 を もってい った。」 コロレンコが不在だ っ

たので,彼 は原 稿 を置 い てそ の 日は帰 った。 翌 る日,「 晩 に話 しに い らっ しや

い 」 とい う手紙 を受取って彼 は再度訪れ る。

「 きて と,一 卓 か ら私 の原 稿 を取 り上 げ て,そ れ で 自分 の膝 を軽 くた

た きなが ら・,彼 は始 めた,私 は あ なた の お伽 話 を読 み ま した よ。 もし もこ

れ を書いたのが,ミ ュツセ の詩 を,し か もわ が愛 らし きム イソー フスカヤの婆 さ

んの翻訳 であんま りた くさん読ん だお嬢 さんだ った な ら,私 は お嬢 さん に

言 うで しよ うね,《 わ る くは ない が,そ れ で もや は りお 嫁 にい き な さい!》

と。 しか し,あ なた の よ うな荒 っ ぽい の っ ぽ がなよなよした詩 を書 くのは

これ はほ とん ど醜悪 とい うものです,い ず れ に して も犯罪 的 で す 。 これはあな

たがいつ爆発 したのです?

まだ チ フ リス に … …

そ う,そ う!あ なたの に はペ シ ミズ ムが透 け て見えます。 この ことは

考 慮 しなさい,愛 た た いす るペ シ ミス チ ックな態 度 は一 適 齢期 の病気です,
し

これ はほか のすべ ての理論 よ りもは るか に実際 と矛盾す る理論です 。 私た ちは

あ なた方 を,ペ シ ミス トた ちを知 っ てい ま す 。あ なたのこ とはあれ これ と聞 き

ま した よ…… 《イゼル ギ リ婆 さん》 はず つ とよ く,ず っ と真面 目 に書 か れ て ま
'
す,し か し それ で もま た,寓 話 で す ね 。 これ は あ なた に いい結果を もた

らしま せん よ。あな たは入獄 した ことが あ りますか?う む,ま だ ま だ 入 り
ぐり

ますよ!」'

コロ レ ン コは ロシ ヤ文 学 の伝 統 的手法か らははみ出た 『イゼ ルギ リ婆 さん』

の文壇 におけ る成功 を危 ぶみ なが らも,こ の作 品 の なか に示 され た リア リズ ム

とロマ ンチズムとの奇妙 な混 溝に注 目した 。 ここで はまだ混鴻であ るこの二 っ

の要素 の統 一的発展 こりξ・芸術の新 しい方向 を開 くもの としてかねて彼 が期待

していた のであ る。この会話の直後,彼 は この 作品 を 「ロ シ ヤ 通 報 」 に送 っ

た。

「三 日前,私 は編 集 部 に 《イゼ ルギ リ婆 さん》 とい う表題の原稿(筆 名

(1)《B.r.Kopo淑eHKo》C.c.T.15.c.36.
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マ クシ ム ・ゴ ー リキ イ)を 送 りま した 。 私 は これ を読 み,完 全 に 交 学 的

で,部 分 的 に は美 しい とこ ろ もあ り,《 ネ レー ポ伯 》 を は るか に超 え る も

の で あ る こ とを 発見 したた めに,送 った の で す 。 お願 い:こ れ を読 み,

で きるだ け時 をす ご させ ず に,こ の作品 の運 命 を決 め るこ と。 あなたの と

ころには彼 の短 篇がまだ あ るはずです 。 私は それを読 んで い ま せ ん が,

しか し 《ネレ ー ポ伯 》 に よ って 編集部が ペシ コフに先入感を もつこ と

を恐れ ています 。 これ は無益なこ とです。彼 の書 くもの は きわめて不統一

です,不 細 工 もあれ ばか な り良 い の もあ ります。概 して 充 分の注意 に
'

(1)

価 い します。」

'

しかし,編 集部 はこの作品を採用しなかった。たしかに編集者にとっては,

権威ある新聞の対外的信用を賭けて未完成の新人の作品を飾 ることよりはゲ既

、成の定評ある作家の手すさびを得 るこ、とのほ うがはるかに安全なのである。 コ

ロレンコ自身 もまた,文 壇が新人にとっては冷淡であることを,と くに混溝か
ぴ

ら統一 へ と向 う道が至難 の もので あるこ とを知 っていた。 そしてこれ を可能 な

らしめ る稀有 の素質 が ゴー リキ イのなか に潜在 してい ることを洞察 し,か つ ま

た彼 の生 活 環 境 が この 資質 を曇 らしていたこ とを も知 ってい た。

「いいですか,あ な た と ざっ くば らん に話 しま しよ うか?,私 は あ琴 た

を す こ し しか 知 っ て ませ ん,φ な た の こ とはい ろ い ろ 聞い て います,そ して 自

分 で もあれ これ 見 てい ま す。 あな たの生活 はよ くない。こんな ところで 暮すべ

きじや ない。私が思 うには,あ な た は こ こか ら出 て ゆ くか,あ るい は適 当 な ・

馬 鹿 で ない娘 ど結婚 しなければな らない。

しか し私には妻がいます。

それがよ くない とい うんです!

私 は この主 題 で 話 す こ とはで きない と言 った。
くヨ

ー い や
,こ れ は 失 礼 。 」

(1)M.A.℃a6πHHへ の 書 簡 よ り,B.r・KoponeHKo-C・c・T・IO・

(2)《B.F.Kopo,πeHKo》 ・C・c・T・15・c・37・ ・ 一
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コ刀 レン コはここでは,ゴ ー リキ イの 私生 活 に立 ち入 っ た干渉 を したこ とを

詫 びて,話 題 を変 え て い るが,そ の こ とで彼 の生 活 を改 め させ ることを諦め た

のではなか った・ しば ら くして ・ゴ・一・一リキ イ 輝 短 篇小 説 『チ ェル カ ッシ ュ』

(qeπKam)の 原 稿 を もって コ ロレ ン コをた ず ね たと き,コ ロ レ ン コば この作

(1)

品 を高 く評価 し,「 ロシ ヤの 富」 に 掲 載 す る こ と を彼 に約束 した。それか ら

「コロレンコは私の真向いに立 って,自 分 の 重 い両 手 を私 ρ 肩 に置 い た。

いいで すか,あ な た は ここか ら出 て ゆ くわ け にはい きませ んか?た と

えば,サ マ ー ラへ 。 あ そ この 《サ マ ー ラ新 聞》 には私の知 人がいます。 よか っ

た ら,あ 塗 た に 仕事 を くれ るよ うに と彼 に手紙 を書 きま しよ う。書 いていいで

すか?

一 で も
,私 がここにいては誰かの邪魔になるのですか?

あなにの邪魔 になっています。

明 らか に,彼 は私 の暴飲 や,《 風 呂場 の躁宴 》 や,一 般 に私 の 《背 徳 的生 活》

その もっと も主要な悪徳 は貧 窮で あったが一 につ い て の 噂 を 信 じてい

るのだったb町 か ら出 て ゆ くべ きだ とい うB.r.の 執 拗 な忠 告 は 私 に は す こ

し ばか り屈辱で あった,し か しそれ と同 時 に,《 悪徳 の場 》 か ら連 れ 出 そ うと

(1)《Lle,1Kaul》 は雑誌 《PyccKoe60raTc拍o》1895年6月 の附録 に収 め られた 。

1894年12月13日,コ ロレンコは ミハ イ ロrフ ス キ イ に書 い て い る。 「……《チエル

カヅシュ》 を手 を入 れた 形で送 ります 。(事 務所 宛に小包 で)。 ああ,近 い時 期 に 発

行 され る小 冊子に これを掲載す る ことがで きた ら,ど んなにす て きだ ろ う。 小 説 は

すて きだが,作 者 は 病 気.し て い て 金 に 困 って い ま す 。」(B.r.KOPOAeHKO.

M36P'aHHblenunbMa.T.3)こ の時期 の ゴー リキ イの生活に おけ る病気 と経 済的逼

迫につ いては,次 の書簡に よ って明 らかで あ る。

「尊敬 す るウ ラヂー ミル ・ガ ラクチ オー ノヴ ィチ!

私 は 《P.6.》 編 集部 に 《y・MOPfl》とい う短 篇小説 を送 りま した。 もしお暇が あ り

ま した らど うぞ,ご らん くだ さい。私 の仕事 は よ くな く∠ 病 みついて い ます。 ひ

ど く脚 が痛 む し,胸 も病 《でい ます 。 部 屋 は借 金 のために追 いたて られ ています。

編集部 で私 に前借 りさせ て もち えないで しよ うが?《HeAellfi》 で私 の原稿 を見つ

けて ど うや ら印圃 す る らしい との ことで す。 私 の ことな どで ご心配 をお かけ してす

みません。 さよ うな ら。

94年10月17日 tあ なたのA.ペ シコフ」

(C.c.T.28.No.4)



(102)人 交 研 究 第二十輯 髄

す る彼 の 願 い は私の心 を打 っic9'

興 奮 した私 は どん な生 活 を して い るか,彼 に語 った 。彼 は黙 っ て 聞 い て,顔

を し声〉め,肩 を す くめ た 。

し か し・ ほん とに うなた は自分で気づかな きやいけません それがす

'べ て ま っ た くや り きれ な い っ て ことを
,そ の フ ァン タス チ ックの一 切 が あなた

には縁 もゆか りもない って ことを!い い え,私 のい うこ とを聞 きな さい。 あ

くわ

なた は出てゆか なけれ ばな らない,生 活 を建 て直 さな くて は … … 」

なお しぼ らく,ゴ ー リキ イは オ リガ夫 人 とと もに真面 目な生活 を打 ち樹てよ

うと努力す るが,つ い に この 年 の暮,2人 の 間 に超 え が たい 断層 が あ るこ とを

知 って彼女 との同棲を清算 し,文 芸 雑 報 担 当 記 者 と し て サ マ ー ラに赴 くこと

を決心 した。 ・(未完)

(.1)《B.r.KoponeHKo》.C.c.T.15.c.42.




